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我々は、過去 2 回の厚生労働科学研究において、Fracture Risk Assessment Tool（FRAX®）、

Osteoporosis Self-assessment Tool for Asians（OSTA）、既存骨折の有無の 3 項目を用いた骨粗

鬆症検診方法を提案し、骨粗鬆症検診・保健指導マニュアルを作成してきた。しかし、そ

の普及と定着のためには、検診項目および判定基準の妥当性の検証、保健指導の内容の充

実、自治体における実施上の課題の把握など、さらなる科学的根拠の整備が必要である。 
本研究では、前年度に作成した新骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）の内容につい

て検証・改訂を行った。自治体アンケート調査、骨量測定実態調査、地域住民コホート研

究、男性コホート研究、診療実態調査および関連文献レビューを実施し、骨粗鬆症検診の

実施体制、検診項目、判定基準、保健指導および要精検者対応について多面的な検討を行

った。 
その結果、自治体における骨粗鬆症検診の実施状況と課題が明らかとなり、骨量減少スク

リーニングにおける OSTA および FRAX 危険因子の有用性、男性における OSTA の適用可

能性、骨量測定の実施状況、要精検者の受診実態等について新たな知見が得られた。また、

運動指導、栄養指導、医療面接および骨粗鬆症リエゾンサービスを含む保健指導体制につ

いて整理を行い、骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）の内容を充実させた。 
以上の成果を踏まえ、新骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）の改訂を行った。今後

は、自治体における実施可能性や運用上の課題について検証を進め、実現可能かつ持続可

能な骨粗鬆症検診体制の構築を目指す。 

Ａ．研究目的 

我々は、骨粗鬆症検診について、過去 2 回の厚生

労働科学研究（19FA1014、主任研究者 田中栄；

22FA1009、主任研究者 田中栄）において、Fracture 

Risk Assessment Tool（FRAX®）、Osteoporosis Self-

assessment Tool for Asians（OSTA）、既存骨折の有無

の 3 項目を用いた骨粗鬆症検診方法を提案し、骨

粗鬆症検診・保健指導マニュアルを作成した。 

しかし、その円滑な実施と継続のためには、検診

項目および判定基準の妥当性の検証、保健指導お
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よび受診勧奨のあり方の検討、さらに自治体にお

ける実施上の課題の把握など、科学的根拠のさら

なる整備が必要である。 

そこで本研究では、過去に提案した骨粗鬆症検診

方法について多面的な検証を行うとともに、整形

外科、リハビリテーション、放射線医学、栄養学、

老年医学、公衆衛生学および疫学など多分野の専

門家の知見を集約し、骨粗鬆症検診の実施体制、

検診項目、判定基準、保健指導および受診勧奨の

あり方について検討することを目的とした。 

令和 7 年度は、前年度に作成した新骨粗鬆症検診・

保健指導マニュアル（案）の内容について検証・改

訂を行うとともに、その科学的根拠の充実を図り、

実現可能かつ持続可能な骨粗鬆症検診体制の構築

に向けた課題を整理することを目的とした。 

 

Ｂ．Ｃ. 研究方法と結果 (敬称略。研究分担者の

研究詳細については、それぞれの報告書を参照さ

れたい。 

 

I. 新骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）の

作成 

すでに本研究班では、新骨粗鬆症検診・保健指導

マニュアル（案）の作成に取り組んでいる。全員で

合意したマニュアルの役割分担は以下のようであ

る。 

 

新骨粗鬆症 検診・保健指導マニュアル（案） 

１） 骨粗鬆症の定義・病態  田中 

２） 骨粗鬆症の疫学（含男性骨粗鬆症）

 伊木 

３） 骨粗鬆症検診の目的・意義・現状 吉

村・田中 

４） 検診の実際 

① 検診の対象と医療面接  小川 

② OSTA    藤原 

③ FRAX    藤原 

④ 検診における骨密度測定の考え方 曽根 

⑤ 骨粗鬆症検診における判定基準 吉

村・田中 

５） 予防のための保健指導 

① 栄養指導   上西 

② 運動指導（含転倒予防）  萩野 

６） 要精検者への対応 

① 医療機関との連携  萩野 

② 精密検査・鑑別診断  曽根

③ 骨粗鬆症マネージャー・リエゾンサービ

ス 小川 

④ 骨粗鬆症の薬物療法  宗圓 

７） 地域における取組の実際  藤原 

 

この役割分担に基づき、新骨粗鬆症検診・保健指

導マニュアル（案）の作成を進めた。本年度は、前

年度に作成したマニュアル（案）の内容について

再検討を行い、自治体アンケート調査、骨量測定

実態調査、地域住民コホート研究、男性コホート

研究、診療実態調査および関連文献レビューから

得られた知見を反映して内容の改訂を行った。 

特に、骨量減少スクリーニングにおける判定基準、

自治体における骨粗鬆症検診の実施状況と課題、

運動指導・栄養指導を含む保健指導のあり方、要

精検者への対応および医療機関連携について検討

を行い、マニュアル（案）の充実を図った。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、前年度に作成した新骨粗鬆症検診・

保健指導マニュアル（案）の内容について、多面的

な観点から検証および改訂を行った。整形外科、

老年医学、リハビリテーション医学、放射線医学、

栄養学、公衆衛生学、疫学などの専門家が参画し、

骨粗鬆症検診の実施体制、検診項目、判定基準、保

健指導および受診勧奨のあり方について検討を行
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った。 

自治体調査では、骨粗鬆症検診を実施している自

治体は一定数存在するものの、予算や人的資源の

確保、医療機関連携など、普及に向けた課題も明

らかとなった。また、骨量測定の実施状況や診療

実態の調査、地域住民コホート研究および男性コ

ホート研究による検討を通じて、骨粗鬆症検診に

おける検診項目および判定基準の妥当性に関する

科学的根拠がさらに蓄積された。特に、OSTA およ

び FRAX 危険因子を用いた骨量減少スクリーニン

グ法の有用性や、男性における OSTA の適用可能

性が示され、骨粗鬆症検診の精度向上に資する知

見が得られた。 

さらに、運動・栄養指導を含む保健指導のあり方

や、要精検者への対応、骨粗鬆症リエゾンサービ

スを含む医療機関連携について知見を整理するこ

とで、骨粗鬆症検診後の支援体制についても検討

を深めることができた。 

これらの成果により、新骨粗鬆症検診・保健指導

マニュアル（案）の内容をさらに充実させること

ができた。一方で、骨粗鬆症検診の実施率・受診率

向上や地域における持続可能な検診体制の構築に

向けては、なお検討すべき課題が残されている。

今後は自治体等における実施可能性の検証を進め

るとともに、自治体や医療機関との連携を図りな

がら、骨粗鬆症検診の普及に向けた継続的な検討

が必要であると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

本年度は、前年度に作成した新骨粗鬆症検診・保

健指導マニュアル（案）の内容について検証およ

び改訂を行った。自治体調査、診療実態調査、地域

住民コホート研究、男性コホート研究ならびに関

連文献の整理を通じて、骨粗鬆症検診の実施体制、

検診項目、判定基準、保健指導および受診勧奨に

関する科学的根拠をさらに充実させることができ

た。 

また、自治体における骨粗鬆症検診の実施状況や

課題、要精検者への対応、運動・栄養指導を含む保

健指導のあり方について整理を行い、新骨粗鬆症

検診・保健指導マニュアル（案）の内容を充実させ

ることができた。 

今後は、本研究で得られた知見を活用しながら、

自治体等における実施可能性の検証を進めるとと

もに、実現可能かつ持続可能な骨粗鬆症検診体制

の構築に向けた検討を継続していく必要がある。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 (研究代表者関連のみ記載。研究分担

者の研究発表については、それぞれの報告書を参

照されたい。) 

1)  論文発表 

■ 英文原著論文 

1. Kono K, Inui H, Kage T, Yamazaki T, Taketomi S, 
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J, in press, doi: 10.1007/s00586-025-09462-z.  
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種子島岳、岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田

中栄、吉村典子：寛骨臼形成不全の指標であ

る股関節 X 線計測値の長期トレンド ROAD 

study10 年間の追跡：第 98 回日本整形外科学

会学術総会、2025.5.22-25、東京都、国内、口

演 

4. 種子島岳、飯高世子、村木重之、岡敬之、阿

久根徹、川口浩、中村耕三、田中栄、吉村典

子：変形性膝関節症の有病率と関連要因の推

定 第 4 回 ROAD スタディ 2015：第 98 回日

本整形外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京

都、国内、口演 

5. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、筒井俊二、岩崎博、田中栄、吉田宗

人、吉村典子、山田宏：一般住民コホートに

おける腰椎すべりの発生とリスクファクター 

ROAD study 10 年の追跡調査：第 98 回日本整
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形外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京都、

国内、口演 

6. 岡敬之、茂呂徹、田中建之、飯高世子、岩﨑

博、橋爪洋、山田宏、田中栄、吉村典子：超

音波画像から全身骨格筋量を演算する人工知

能死して無の開発と精度検証：第 98 回日本整

形外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京都、

国内、口演 

7. 堀井千彬、飯高世子、種子島岳、岡敬之、大

島寧、吉村典子、田中栄：OSTA と FRAX 問

診項目を用いた骨量減少スクリーニングツー

ルの検討：第 98 回日本整形外科学会学術総

会、2025.5.22-25、東京都、国内、口演 

8. 中嶋香児、堀井千彬、飯高世子、中元秀樹、

加藤壯、谷口優樹、大島寧、田中栄、吉村典

子：脊椎椎体骨折と脳容積の関連 地域住民

コホート ROAD スタディ：第 98 回日本整形

外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京都、国

内、口演 

9. 武田龍太郎、安藤実大、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：PC モニタ上の単純 X 線

を撮影することで外反母趾角を自動計測可能

な Android カメラアプリケーションの開発：

第98回日本整形外科学会学術総会、2025.5.22-

25、東京都、国内、口演 

10. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と多部位における運

動器疾患との関連性について The ROAD 

study：第 62 回リハビリテーション医学会、

2025.6.12-14、京都市、国内、口演 

11. 飯高世子、村木重行、中村耕三、阿久根徹、

田中栄、吉村典子：運動器疾患と大腿四頭筋

筋力の関連性－The ROAD Study－：第 36 回

日本運動器科学会、2025.7.19-20、松江市、口

演 

12. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：大腿四頭筋筋力と全身の

運動器疾患の関連解析 -The ROAD study-：第

43 回日本骨代謝学会学術集会、2026.7.24-26、

熊本市、国内、口演 

13. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中

栄：胸部 X 線画像による AI 骨密度解析 人

間ドックにおける骨粗鬆症リスク評価の新手

法：第 66 回日本人間ドック・予防医療学会学

術集会、2025.8.22-23、京都市、国内、口演 

14. 吉村典子、高橋知幸、川村隆浩、岡野佳代、

山田雅彦、藤本翔、種子島岳、飯高世子、田

中栄 ：新しい骨粗鬆症診断ツール Q-BONE シ

ステム 骨密度評価と骨折診断の一体化：第

27 回日本骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、

国内、口演 

15. 飯高世子、種子島岳、堀井千彬、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と骨・関節・筋疾患の

広範な関連性 The ROAD study ：第 27 回日本

骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、国内、

口演 

16. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、田

中栄 、吉田宗人, 吉村典子, 山田宏 ：大規模コ

ホートによる腰椎すべりの発生率と腰痛・歩

行 速 度 ・ 筋 量 と の 関 係 Research on 

Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability 

study10 年追跡調査からの知見：第 27 回日本

骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、国内、

口演 

17. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、吉村典子、田中栄：整形外

科疾患における AI の活用-診断・治療の新時

代- 骨粗鬆症の早期介入を可能にする AI 技

術の臨床応用に向けて X 線画像のみから骨



19 
 

密度を推定する AI 骨粗鬆症診断補助システ

ム：第 40 回日本整形外科学会基礎学術集会、

2025.10.16-17、青森市、国内、口演 

18. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋ダイナペニアと要介護発

生との関連-The ROAD study-：第 9 回日本リ

ハビリテーション医学会秋季学術集会、

2025.10.23-25、旭川市、国内、口演 

19. 飯高世子、村木重之、堀井千彬、種子島岳、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：骨・関節・筋疾患と包括的に関連する

大腿四頭筋筋力-The ROAD study-：第 12 回日

本サルコペニア・フレイル学会大会：

2025.11.1-2、熊本市、国内、口演 

20. 八木優子、真壁健太、九原利京、武田龍太郎、

足達信哉、飯高世子、田中栄、松本卓巳：一

般住民における強剛母趾の有病率と関連因子 

ROAD study ：第 50 回 日本足の外科学会学術

集会、2025.11.13-14、長野県軽井沢町、国内、

口演 

21. 九原利京、武田龍太郎、足達信哉、笠井太郎、

内尾明博、飯高世子、田中栄、松本卓巳：変

形性膝関節症に伴う外反膝は外反母趾のリス

クとなりうる 大規模住民コホート ROAD 

study に基づく解析：第 50 回 日本足の外科学

会学術集会、2025.11.13-14、長野県軽井沢町、

国内、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 小島伊知子、上原浩介、飯高世子、田中伸弥、

児玉理恵、田中栄、吉村典子：シンポジウム

8 手外科の疫学研究：手指変形性関節症の疫

学 地域住民コホート ROAD スタディより：

第 68 回日本手外科学会学術集会、2025.4.11、

横浜市、国内、口演 

2. 茂呂徹、斎藤琢、岡敬之、田中建之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中

栄：理事会提案シンポジウム 6 進歩する医

療 DX の世界：X 線画像から大腿骨近位部・

腰椎の骨密度推定値を演算する AI 骨粗鬆症

診断補助システム―骨粗鬆症治療への早期介

入をめざして― ：第 98 回日本整形外科学会学

術総会、2025.5.24、東京都、国内、口演 

3. 吉村典子、飯高世子、田中栄：理事長提案シ

ンポジウム 7 メタボ＆ロコモを制圧する

（日本糖尿病学会合同）：疫学研究からみたメ

タボとロコモの相互関係－The ROAD study

－：第 98 回日本整形外科学会学術総会、

2025.5.25、東京都、国内、口演 

4. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム

1 2025 年の今だからこそ語ろうロコモ・フ

レイル ロコモとフレイルの予後 要介護予

防のために：第 36 回日本運動器科学会、

2025.7.19、松江市、国内、口演 

5. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム

２ 活習慣病とロコモティブシンドローム：

生活習慣病とロコモの相互関係：第 36 回日本

運動器科学会、2025.7.19、松江市、国内、口

演 

6. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム

14 日本骨粗鬆症学会・日本骨代謝学会合同シ

ンポジウム 骨代謝と廊下の接点を探る：地

域住民コホートからみた運動器老化とその要

因：ROAD スタディより、第 43 回日本骨代謝

学会学術集会、2026.7.26、熊本市、国内、口

演 

7. 吉村典子、中嶋香児、堀井千彬 、飯高世子、

大島寧、田中栄 ：シンポジウム 15 オステオ

ネットワーク研究の最前線：脊椎椎体骨折と

脳容積の関連：地域住民コホート ROAD スタ

ディからみたオステオネットワーク：第 43 回

日本骨代謝学会学術集会、2026.7.26、熊本市、
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国内、口演 

8. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中

栄：シンポジウム 4 骨粗鬆症診療における

Artificial Intelligence （AI）update 骨粗鬆症へ

の早期介入による脆弱性骨折の予防を目指し

て－X 線画像のみから骨密度を推定する AI

骨粗鬆症診断補助システム：第 27 回日本骨粗

鬆症学会、2025.9.12、幕張市、国内、口演 

9. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：シ

ンポジウム 15 厚生労働科学研究田中栄班・

骨粗鬆症検診委員会合同企画：新しい骨粗鬆

症検診とさらなる改善の方向：骨粗鬆症検診

の改善の現状と今後の課題：第 27 回日本骨粗

鬆症学会、2025.9.14、幕張市、国内、口演 

10. 種子島岳、飯高世子、吉村典子、田中栄：シ

ンポジウム 16 若手研究者育成員会企画：あ

なたもできる！臨床で浮かんだ疑問の解決

法：変形性膝関節症の有病率の 10 年トレンド 

大規模住民コホート ROAD study2005-2015：

第 27 回日本骨粗鬆症学会、2025.9.14、幕張市、

国内、口演 

11. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：シ

ンポジウム 23 日本骨粗鬆症学会合同シン

ポジウム 骨粗鬆症を多面的に予防する：骨

粗鬆症を多面的に予防する～骨粗鬆症検診

～：第 36 回日本臨床スポーツ医学会学術集

会、2025.11.3、幕張市、国内、口演 
 

Ｈ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

  3. その他 

 なし
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 
 令和7年度 分担研究報告書 

 
我が国における骨量測定実施件数の推定 

 
研究分担者 曽根 照喜 川崎医療福祉大学 医療技術学部 診療放射線技術学科 特任教授 

 
研究要旨：骨量測定には、腰椎や大腿骨の他に、橈骨、中手骨、踵骨などの四肢骨の末梢

部位を測定する方法があり、簡便なためスクリーニングでの利用が推奨されてきた。一方、

橈骨や中手骨などの末梢骨測定は骨粗鬆症の保険診療でも活用されている。昨年度の本研

究で、我が国における保険診療下での骨量測定検査の実施状況を調査した。今年度は引き

続き同様の方法で、過去 10 年間の骨量測定検査の実施状況の推移を調査した。 
 

Ａ．研究目的 
 骨量測定には、腰椎や大腿骨の他に、橈骨、中手

骨、踵骨などの末梢骨を測定する方法があり、簡

便なためスクリーニングでの利用が推奨されて

きた。原発性骨粗鬆症の診断基準では、末梢骨の

骨量測定も腰椎や大腿骨近位部の測定が実施で

きない場合に利用可とされており、実臨床では骨

粗鬆症の保険診療でも橈骨や中手骨などの末梢

骨測定が活用されている。昨年度の本研究にて、

2023 年度の骨量測定実施件数を推計し、過去に

実施した 2010 年度の調査結果と比較した。今年

度は同様の調査を行い、過去 10 年間の推移を検

討した。 
 
Ｂ．研究方法 
１）社会医療診療行為別調査結果（2014 年から 2023

年の請求分、厚生労働省）から、骨量測定の方法

や部位別の実施件数を推計した。 
２）厚生労働省のデータベースでは、「腰椎 DXA 法」、

「大腿骨 DXA 法」、「MD 法､SEXA 法等」、「超音

波法」、「腰椎 REMS 法」、「大腿骨 REMS 法」の

6 項目についての検査件数（保険請求件数）が集

計されている。なお、REMS 法については今回の

調査には含めていない。 
 
Ｃ．研究結果 
 社会医療診療行為別調査結果（2014 年から 2023
年）から推計した方法および部位別の骨量測定検

査の実施件数を図に示す。過去 10 年間で腰椎お

よび大腿骨近位部の DXA 検査が経年的に増加し、

MD 法や QUS の件数がやや減少傾向となってい

る。大腿骨 DXA の検査件数については腰椎 DXA
との同時測定の数のため、両者の差分が腰椎

DXA のみの実施数と考えられる。また、大腿骨

DXA 単独（腰椎 DXA)の検査件数は集計上、「MD
法､SEXA 法等」の項目に分類されていると考え

られるが、そのパターンでの実施はごく一部と推

定される。 

Ｄ．考察 
 過去 10 年間の年次推移でも昨年度の調査と同様

に、腰椎と大腿骨 DXA の同時測定の割合が最も

多く、「MD 法など」についても骨粗鬆症の半数

以上で利用されていることがうかがえる。腰椎と

大腿骨 DXA の実施件数増加についてはこの間に

おける骨粗鬆症診療についての情報の普及や

2010 年の診療報酬改定で新設された大腿骨同時

撮影加算などが影響していることが考えられる。 
 
Ｅ．結論 
 骨粗鬆症の保険診療における骨量測定の方法に

ついての推移が確認できた。今後の骨粗鬆症検診

を進めて行く際の参考になればと考えている。 
 
Ｆ．健康危険情報 総括研究報告書にまとめて記入 
 
Ｇ．研究発表 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 
令和7年度 分担研究報告書 

 

全国自治体アンケート調査からみた骨粗鬆症検診の実施状況と課題 

 

研究分担者 藤原佐枝子 （公財）骨粗鬆症財団 副理事長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A. 研究目的 

令和元年度および令和 7 年度に、受診率の高い

自治体や受診率向上のための試みを行っている

自治体に対して、好事例として個別に調査した。

本年度は、自治体における骨粗鬆症検診の実施状

況、推進意向、および事業運営上の課題を明らか

にすることを目的に全国の自治体にアンケート

調査を実施した。 

 

B. 研究方法 

 調査は、全国の自治体の骨粗鬆症検診担当者あ

てに所要時間 5 分程度で回答できる記入式の調査

票を作成し、郵送調査で行った。回答が得られな

い自治体に対しては、回答を促した。調査項目は、

現在骨粗鬆症検診を実施しているかを尋ね、実施

している自治体に対しては、今後の取り組みの意

向、現在の受診者の基準や条件、現在行っている

骨粗鬆症検診の取り組みを尋ねた。実施していな

い自治体に対しては、実施していない理由、今後

検診に取り組みたいかを尋ねた。さらに、新しい

検診マニュアルが発刊された際に、どのように対

研究要旨 

【目的】研究目的は、全国自治体にアンケート調査を実施し、骨粗鬆症検診の実施状況、推進意

向、および事業運営上の課題を明らかにすることである。 

【方法】全国の自治体 1,872 施設を対象に、骨粗鬆症検診に関するアンケート調査を実施した。

調査内容は、骨粗鬆症検診の実施状況、対象者設定の基準、現在の取り組み、未実施理由、今後

の推進意向等とした。513 自治体から回答を得た（返信率 27.4%）。 

【結果】骨粗鬆症検診を実施していると回答した自治体は 77%であり、そのうち 56%が今後も

推進する意向を示し、43%は現状維持と回答した。対象者の設定基準としては年齢基準（40 歳～

70 歳）が 90.1%と最も多かった。現在の受診率向上の取り組みとして最も多かったのは「他の検

診と併せて実施」73.8%であり、医療機関を通じた周知は 8.2%、DXA 保有医療機関リストの掲

載は 2%であった。骨粗鬆症検診を実施していない自治体は 23%であり、その理由として「予算

確保の問題」（75.2%）、「他疾患の優先度」（65.1%）、人員不足（38.5%）であったが、骨粗鬆症の

知識が不十分（13.7%）、骨粗鬆症検診の必要性を十分理解できない（9.2%）もあった。検診を行

っていない自治体も約 9 割が今後導入を検討すると回答した。 

【結論】自治体における骨粗鬆症検診は全体の 3 分の 2 程度で実施されているものの、予算・人

員不足などの理由で実施していないところもある。検診実施において医療機関との連携は十分と

は言えなかった。検診実施率、受診率向上のために、骨粗鬆症に対する知識や骨粗鬆症検診の必

要性を自治体・住民ともに広め、意識を変容していく必要があり、新たな骨粗鬆症検診マニュア

ルを用いた実施方法の提示や予算の拡充などが普及促進に重要と考えられた。 
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応するか自由記載で回答を求めた。 

（倫理面への配慮） 

自治体へのアンケート調査であり、倫理指針には

該当しない。 

 

C. 研究結果 

全国の自治体 1,872 施設を対象にし、513 自治

体から回答を得た（返信率 27.4%）。実施している

と答えた自治体は 77%、実施していないと答えた

のは 23%であった。 

１．実地している自治体にたいする質問 

１)今後の意欲 

「今後の骨粗鬆症検診の実施・推進についてどの

ように取り組む意向をお持ちですか？」の問いに、積

極的に推進したい 23%、推進する意向がある 33%、

現状維持の範囲で取り組みたい 43%、特に新たな取

り組みの予定はない 1%で、推進の意向をもつ自治

体は 56％であった。 

２）取り組み状況 

「骨粗鬆症検診の受診対象者を設定する際の基

準や条件について教えてください（複数回答可）」で

は、年齢90.1%、骨粗鬆症検診未受診者3.3%、骨粗

鬆症の既往歴 4.5%、その他 26.7%で、過去の骨折

歴、家族で骨粗鬆症診断を受けた人の有無は 2 人

（0％）であった。 

「現在実施している骨粗鬆症対策の取り組みをす

べて選択してください（複数選択可）」について、最も

多かったのは、がん検診など他の検診と併せて実施

する 73.8%、広報誌や回覧板を活用して周知する

68.1%、骨粗鬆症検診の受診者に結果通知書を発

行する 59.7%、Web サイトや SNS を活用して周知す

る 49.6%、骨粗鬆症検診を年に複数回開催する

46.5%、要精密検査の対象者に受診リマインドする

30.9%、医療機関を通じて周知する 8.2%、DXA 装置

を保有する医療機関のリストを自治体等のウェブサイ

トに掲載している 2%であった。 

２．実施していない自治体に対する質問 

１）実施していない理由 

実施していない理由で最も多かったのは、予算確

保の問題 75.2%、他疾患の取り組みを含めた優先度

65.1%で、人員不足 38.5%、取り組み方法が不明

26.6%、骨粗鬆症の知識が不十分 13.7%、骨粗鬆症

検診の必要性を十分に理解できない 9.2%であった。 

２）今後の取り組み 

 「今後、骨粗鬆症検診の取り組みをはじめたいとお

考えでしょうか？」に対して、現在取り組みを検討中

49%、機会があれば取り組みを検討したい 37%、現

時点で取り組む予定はない 14%であった。 

３．共通設問 

 「骨粗鬆症検診に関する Web セミナーで取り上げ

てほしいトピックスについて」で最も多かったのが、他

自治体の取り組み事例 24%、検診受診率向上の方

法 23%、骨粗鬆症検診に取り組む必要性 14%であっ

た。 

 
D. 考察 

現在、骨粗鬆症検診を実施している自治体にお

いては、約半数以上は推進の意向をもっていた。

実施していない自治体においても約半数は取り

組みを検討中であった。実施していない理由は、 

予算、人員不足とともに優先度が他疾患に比べて

低いことが挙げられ、骨粗鬆症検診の必要性が、

まだ十分に理解されていないことが伺われた。骨

粗鬆症検診の受診率向上のためには、自治体と住

民の双方に、骨粗鬆症および骨折予防の必要性の

理解を促進させるための活動が必要であると考

えられた。 

検診事業と医療機関との連携は、検診受診を骨

粗鬆症・骨折予防に繋げるキーポイントの 1 つと

考えられるが、その連携は十分であるとは言えな

いようであり今後の取り組みが必要である。 

 

E. 結論 

自治体における骨粗鬆症検診において医療機

関との連携はまだ十分とは言えず、検診事業の質

的向上が課題である。また、骨粗鬆症に対する知

識や骨粗鬆症検診の必要性を自治体・住民ともに

広め、意識を変容していく必要がある。新たな骨粗



 24 

鬆症検診マニュアルを用いた実施方法の提示や

予算の拡充なども普及促進に重要と考えられた。 
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令和 7 年度 分担研究報告書 

 

骨粗鬆法検診マニュアル作成に向けた研究 

  

研究分担者 萩野 浩 労働者健康安全機構山陰労災病院 リハビリテーション科・院長 

（研究協力者 橘田 勇紀、和田 崇 鳥取大学医学部附属病院リハビリテーション部） 

 

研究要旨 

 本研究は、現在の骨粗鬆症検診の検診実施体制について、実施率・受診率向上を目的と

した見直しに資するため、地域在住高齢者を対象とした転倒・骨折予防の教育的介入を整

理し、骨粗鬆症検診における運動指導の位置づけと実装条件を検討した。既報のスコーピ

ングレビューを基盤として、介入内容、実施形式、介入期間、主要アウトカムを再整理し

たところ、専門職による講義、個別指導、グループ討議、ピア教育、オンライン介入など

が実施されていた。なかでも運動を含む介入は、知識の向上に加えて、転倒リスク、バラ

ンス機能、移動能力などの改善を示すことが複数の研究で確認された。一方、骨密度改善

は明確でなかった。骨粗鬆症患者に対する運動は、抵抗運動、衝撃運動、バランス練習を

組み合わせた多要素介入が推奨されており、地域在住高齢者の転倒・骨折予防でも運動介

入の有効性が支持されている。したがって、骨粗鬆症検診における運動指導は、骨密度を

直接改善する単独手段というより、転倒予防行動の開始、身体活動の習慣化、身体機能維

持、継続支援への導入を担う初期介入として位置づけることが適切である。今後は、短時

間かつ標準化しやすい運動指導の内容を基盤とし、検診後の継続支援へ接続する体制整備

が必要である。 
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A．目的 

本研究分担班では前年度までに、骨粗鬆症

予防および骨折予防に有効と考えられる運動

内容に関する文献的整理を進めるとともに、

検診や地域保健の場で活用可能なパンフレッ

ト資材の作成を行ってきた。さらに、これらの

資材や介入内容を用いて試行的な実施を行い、

一定の実施可能性と教育的意義を確認してき

た。これらの経緯から、骨粗鬆症検診における

非薬物的介入の中でも、とくに運動指導をど

のように位置づけ、短時間の検診場面に適し

た形で提示し、その後の継続支援につなげる

かが重要な課題として明らかとなった。 

骨粗鬆症対策では、運動習慣は転倒予防と

身体機能維持に重要であり、骨粗鬆症患者に

対しては抵抗運動、衝撃運動、バランス練習を

含む多要素運動が推奨されている 1。また、薬

物療法は骨折リスク低減に有効である一方、

日本の保険請求データ解析では薬物治療の持

続性不足が報告されている 2。したがって、検

診現場で行う運動指導は、薬物療法の代替で

はなく、受診行動の促進、運動開始の動機づけ、

自己管理行動の形成を担う初期介入として位

置づける必要がある。 

しかし、検診現場では時間、人員、費用に制

約があるため、どのような運動内容を、誰に、

どの程度の強度と頻度で指導することが現実

的であるかは十分整理されていない。そこで

本年度は、これまでに蓄積してきた運動内容

の整理、啓発資材の作成、および試行的実施の

結果を踏まえ、その延長として、既報のスコー

ピングレビューを基盤に、骨粗鬆症検診の場

で実装しうる運動指導の構成要素、実施条件、

および限界を整理し、今後の検診マニュアル

改訂および実施体制整備に資する知見を得る

ことを目的とした。 

 

B．方法 

本研究では、地域在住高齢者を対象とした

転倒・骨折予防に関する教育的介入の特徴を

整理するために、既存のスコーピングレビュ

ー3 の分析を行った。当該レビューは研究協力

者が作成に関与したものであり、本研究では

その内容を骨粗鬆症検診への応用という観点

から再整理した。当該レビューでは、

MEDLINE（ PubMed）、Cochrane Database、

EMBASE、医中誌等の複数データベースを対

象に、過去 10 年間の英語および日本語文献を

検索し、地域在住高齢者を対象とした教育的

介入研究が抽出されている。対象研究には、ラ

ンダム化比較試験、準実験研究、観察研究、シ

ステマティックレビューが含まれた。文献選

定は複数の研究者による独立評価により行わ

れ、抽出データには対象者特性、介入内容、介

入期間、主要アウトカム、介入効果が含まれて

いた。 

本研究では、既存レビューの枠組みを踏襲

しつつ、骨粗鬆症検診への応用を目的として、

以下の追加的手順を行った。 

第一に、教育的介入の内容を、講義、個別指

導、グループディスカッション、ピア教育、オ

ンライン介入、住環境評価などの構成要素ご

とに整理し、検診の場で実施可能な介入形式

として再分類した。これは、既報における 8 分

類の介入構成を基礎としたものである。 

第二に、介入頻度および期間について、単回

（30～90 分）と複数回介入（1～12 週間）に区

分し、検診という短時間介入の場に適用可能

かどうかの観点から評価した。既報では単回

介入が多数を占める一方で、長期効果は不明

確であることが指摘されており、この点を検

診設計における重要な判断要素として位置付

けた。 

第三に、アウトカムについては、知識、転倒

頻度、転倒リスク、骨密度などの従来指標に加

え、検診事業への応用を想定し、受診行動、生
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活習慣改善、行動変容といった実装指標への

関連性を評価した。既報では知識や転倒関連

指標が主に用いられていたが、骨密度評価は

限られており、教育介入単独では骨密度改善

が認められない点を踏まえ、検診における役

割を「行動変容の契機」として再定義した。 

第四に、実施主体および実装可能性の観点

から、専門職主導介入、ピア教育、オンライン

介入の特徴を比較し、コスト、継続性、拡張性

の観点から検診への適用可能性を検討した。

既報では専門職による介入が最も多い一方で、

コストの課題が指摘されており、これらを検

診事業の制約条件として整理した。 

以上の手順により、既存文献の知見を単に整

理するのではなく、骨粗鬆症検診において必

要とされる非薬物的介入の構成要素、実施条

件、および限界を明確化した。 

（倫理面の配慮） 

本研究は公開された論文を基にしたレビュ

ー研究であり、特定の対象者を含む調査では

なく、人体に影響を与える危険性も存在しな

い。そのため、倫理的配慮に関する特記事項は

ない。 

 

C．結果 

文献整理の結果、地域在住高齢者を対象と

した転倒・骨折予防に関する教育的介入研究

として、最終的に 24 研究が解析対象となった。

解析対象となった研究概要を表 1 に示す。研

究デザインは、ランダム化比較試験 10 報、前

後比較研究 10 報、準実験研究 4 報であった。

対象とされた介入は、専門職による講義、個別

指導、参加者間のグループディスカッション、

ピア教育、視聴覚教材、オンラインプログラム、

住環境評価を含む内容であった。介入内容の

分類では、専門職による講義を含む研究が 12

研究で最も多く、次いで、個別指導を含む研究

が 5 研究、グループディスカッションを含む

研究が 4 研究、ピア教育を含む研究が 3 研究、

住環境評価を含む研究が 2 研究、オンライン

介入が 2 研究、視聴覚教材が 1 研究、カウンセ

リングを含む研究が 1 研究であった。なお、一

部の研究は複数の介入要素を含むため、介入

分類ごとの件数の合計は解析対象研究数と一

致しない。 

このうち、運動指導を介入内容に含む研究

は複数認められた。専門職による講義介入の

中には、運動と栄養を併せて扱うもの、運動実

演を伴うもの、ホームエクササイズを指導す

るものが含まれていた。個別指導介入では、自

宅運動、段階的筋力・バランス運動、運動継続

支援を含む研究がみられた。個別研究として、

転倒リスクスクリーニングと予防教育を含む

看護師主導介入、段階的筋力・バランス運動を

含む介入、転倒予防に関する運動および住環

境修正を含む介入、遠隔型オンライン支援で

ある介入、多面的骨折リスク評価と運動推奨

を含む介入などが含まれていた。 

介入期間は、単回介入と複数回介入に大別

された。単回介入は 30～90 分の講義または視

聴覚教育として実施されており、多くの研究

で採用されていた。複数回介入は 1 週間から

12 週間、またはそれ以上の期間にわたり、週 1

回または週 2 回の頻度で実施されていた。運

動指導を含む介入は、単回でホームエクササ

イズを提示する形式と、複数回にわたり運動

実践や継続支援を行う形式の双方がみられた。

具体例として、de Jong ら 20 は単回 90 分、Der 

Ananian ら 13 は 12 週間・週 2 回・90 分、Lee

ら 25 は 6～8 週間・週 2 回・60～90 分、Lim ら

27 は 6 週間・週 1 回・30 分、Plawecki ら 5 は 8

週間・週 1 回・1 時間であった。 

主要アウトカムとして最も多く評価されて

いたのは、転倒および骨折予防に関する知識

であった。知識を評価した研究では、介入後の

知識スコアの改善が多くの研究で報告されて
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いた。これに加えて、運動を含む介入では、転

倒リスク、バランス機能、移動能力、転倒恐怖

感、身体活動などを評価した研究がみられた。

運動または運動指導を含むプログラムでは、

転倒リスク関連指標の改善を示した研究が複

数認められた。代表例として、Chidume ら 23、

Der Ananian ら 13、Kamei ら 9、Lim ら 27 などが

該当した。一方、骨密度または骨代謝マーカー

を評価した研究は少数であり、有意な変化は

報告されていなかった。 

 

D．考察 

 本研究では、地域在住高齢者を対象とした

転倒・骨折予防の教育的介入を整理し、骨粗鬆

症検診における運動指導の位置づけと実装に

必要な要因を検討した。その結果、教育的介入

全体としては知識や予防行動意図の改善に一

貫した効果を示し、なかでも運動を含む介入

では、転倒リスク、バランス機能、移動能力と

いった身体機能関連指標の改善が比較的多く

報告されていた。一方、骨密度や骨代謝指標の

改善は明確でなかった。 

まず、骨粗鬆症検診における運動指導の意

義は、骨密度の直接改善よりも、転倒予防行動

の開始、身体活動量の増加、運動習慣の形成に

あると考えられる。骨粗鬆症患者向け運動ガ

イドラインでは、多要素運動、特に抵抗運動、

衝撃運動、バランス練習の組み合わせが推奨

されている 1。また、地域在住高齢者の転倒・

骨折予防に関するシステマティックレビュー

においても、運動介入は有効な構成要素の一

つと位置づけられている 28。したがって、検診

での運動指導は、骨密度改善そのものを短期

に期待するより、骨折リスクに関わる可変要

因へ早期に介入する機会として理解するのが

妥当である。 

次に、検診という実施場面を考えると、運動

指導には二つの役割がある。第一は、検診当日

に短時間かつ標準化された内容を提示し、受

診者に何を始めるべきかを明確に伝える導入

的役割である。第二は、その場で完結させず、

地域教室、保健指導、医療機関、在宅支援など

の継続支援へ橋渡しをする役割である。今回

整理した文献でも、単回のホームエクササイ

ズ指導や教材配布は検診に導入しやすい一方、

複数回の筋力・バランス訓練や訪問型支援に

ついては、検診後の紹介先・連携先としての性

格が強かった。検診における運動指導は、その

場で完結する運動介入というより、継続的な

運動実践への入口として設計する必要がある。 

また、運動指導の内容は、受診者のリスク層

別化に応じて構成する必要がある。すべての

受診者に対しては、安全性が高く、自宅で開始

しやすい身体活動の確保、下肢筋力訓練およ

びバランス練習などを簡潔に提示することが

現実的である。一方、転倒歴がある者、バラン

ス低下が疑われる者、身体機能低下が明らか

な者では、検診時の簡易的な指導だけでは不

十分であり、より集中的な個別支援や地域運

動プログラムへの接続が必要になる。この考

え方は、地域在住高齢者の転倒予防において、

教育単独よりも、運動や住環境改善を組み合

わせた多面的介入の効果が比較的確実とされ

る知見 8 とも整合する。 

一方で、運動指導の限界も明らかである。第

一に、単回の運動指導だけでは、運動継続や骨

折予防の最終アウトカムまで十分保証できな

い。第二に、骨密度改善を主要目的とする場合

には、運動指導単独では不十分であり、薬物療

法や栄養指導を組み合わせた包括的管理が必

要である。第三に、専門職の関与は質の高い運

動指導に有用であるが、検診現場では時間と

人員に制約がある。さらに、薬物療法の骨折予

防効果が確立している一方、日本では治療持

続性不足が報告されていることから、検診で

の運動指導は薬物治療の代替ではなく、受診
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継続と自己管理を促す支援として位置づける

必要がある。 

以上より、骨粗鬆症検診における運動指導

は、骨折予防に向けた初期介入として重要で

あり、その主たる役割は、知識付与に加えて、

運動開始の動機づけ、転倒リスク低減、身体機

能維持のための実践行動を開始させる点にあ

る。今後は、検診場面に適した標準化した運動

指導内容の作成、対象者の層別化、継続支援へ

の接続方法、ならびに運動継続率や転倒発生

を含む実装指標の評価が課題である。 

 

E．まとめ 

 本研究では、地域在住高齢者を対象とした

転倒・骨折予防の教育的介入を整理し、骨粗鬆

症検診における運動指導の位置づけと実装に

必要な要因を検討した。その結果、教育的介入

は知識、自己効力感、予防行動意図の改善には

一貫して有効であり、なかでも運動を含む介

入では、転倒リスク、バランス機能、移動能力

などの改善が比較的多く報告されていた。一

方で、骨密度や骨代謝指標の改善は明確では

なかった。 

これらの結果から、骨粗鬆症検診における

運動指導は、骨密度を直接改善する単独手段

としてではなく、転倒予防行動の開始、身体活

動の習慣化、身体機能低下の予防、受診後の継

続支援への導入を担う初期介入として位置づ

けるのが適切である。特に、検診の場では短時

間かつ標準化しやすい運動指導が現実的であ

り、ホームエクササイズや身体活動の具体的

提案を行ったうえで、必要に応じて地域の運

動教室、保健指導、医療機関へ接続する体制を

併せて構築することが重要である。 
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表 1 骨粗鬆症検診における運動指導に応用可能な教育的介入の整理 

著者（年） 対象 研究デザイン 介入分類 介入内容の要約 実施時間・期間 必要人員 
想定コス

ト 
骨粗鬆症検診への応用例 

Pekkarinen ら

（2013）4 
60〜70 歳女性 RCT 

専門職個別

指導 

多面的骨折リスク評価と Ca 摂

取・運動推奨。 

1 週間＋2 回追

跡 

専門職 1〜2

名 
中 

検診でのリスク層別化と生活指導の組み合わせに

近いモデルである。 

Plawecki ら

（2013）5 
50 歳超の男女 RCT 

専門職講義

＋グループ

討議 

健康信念モデル等に基づく講義

とアクティブラーニング。 

8 週間、週 1

回、1 時間 
講師 1 名 中 

骨粗鬆症知識と栄養・活動指導を組み込んだ連続

講座に適する。 

Kramer ら

（2014）6 

65 歳以上高齢

者、転倒リス

ク因子あり 

前後比較 専門職講義 
運動、住環境修正、医療管理を

含む専門家主導セッション。 

12 週間、週 2

回、講義＋身体

活動 60 分 

複数専門職 高 
検診会場で全実施は困難だが、高リスク者支援パ

ッケージの参考になる。 

Oh ら（2014）7 閉経後女性 RCT 専門職講義 

看護師主導。健康モニタリン

グ、集団教育、運動、Ca・

VitD 補充。 

3 か月、週 2

回、60 分 

看護師＋運

動指導者 
中〜高 

女性検診や骨粗鬆症検診後の集団支援プログラム

に応用しやすい。 

Möller ら

（2014）8 

65 歳以上、

ADL 介助を要

する者 

RCT 

住環境評価

＋専門職指

導 

看護師・理学療法士による毎月

の訪問と多面的転倒予防。 

12 か月、月 1 回

訪問 

看護師・療

法士 
高 

検診では直接実施困難であり、介護・訪問支援と

の連携先として位置づけられる。 

Kamei ら

（2015）9 
高齢者 RCT 専門職講義 

看護師主導。身体・精神評価、

運動、栄養、住環境安全を含む

多面的教育。 

年 4 回、追跡

12・52 週 

看護師中心

に複数職種 
中〜高 

検診後の重点対象者に対する複数回支援モデルと

して応用できる。 

Hosking ら

（2015）10 
高齢者 前後比較 専門職講義 

地域骨粗鬆症予防ガイドライン

の講義。 
単回 40 分 専門職 1 名 低 

検診後の集団教育プログラムとして標準化しやす

い。 
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著者（年） 対象 研究デザイン 介入分類 介入内容の要約 実施時間・期間 必要人員 
想定コス

ト 
骨粗鬆症検診への応用例 

Lyons ら

（2016）11 
高齢者 前後比較 

専門職講義

＋グループ

討議 

双方向型の転倒予防ワークショ

ップ。 

5 日間、1 日 2

時間 
講師 1〜2 名 中 検診後の短期集中教室として実施可能。 

Yount（2016）12 
都市部・農村

部の高齢者 
前後比較 専門職講義 

個別転倒リスク評価、運動・服

薬指導。 
6 セッション 専門職 1 名 中 

個別評価を伴う検診後支援プログラムの参考とな

る。 

Der Ananian ら

（2017）13 

60〜100 歳、

過去 1 年に 1

回以上転倒 

前後比較 
専門職個別

指導 

教育に加えて段階的筋力・バラ

ンス運動を学生・専門職が指

導。 

12 週間、週 2

回、90 分 

指導者 2〜3

名 
高 

検診では直接実施よりも、地域教室や運動事業へ

の紹介先モデルとして有用。 

Park ら（2017）

14 

50〜95 歳、認

知機能保たれ

歩行可能 

前後比較 
専門職個別

指導 

理学療法士による印刷教材教育

と自宅運動。 
単回 

理学療法士 1

名 
低〜中 

検診結果返却時の配布教材＋ホームエクササイズ

指導として使いやすい。 

Otaka ら

（2017）15 

サロン参加高

齢者 
準実験 専門職講義 

多職種チームによる転倒リスク

評価と講義。 

年 1 回または四

半期ごと 

多職種チー

ム 
中 

住民サロンと連動した検診後教育として応用可

能。 

Briggs ら

（2017）16 

50 歳以上、併

存疾患・入院

歴あり 

前後比較 専門職講義 
看護師による 15 分の面談と健

康確認。 

月 1 回、1 年

間、60〜90 分 
看護師 1 名 中 

検診結果説明時に、骨折リスクの理解とあわせ

て、自宅で開始できる基本的な運動指導を短時間

で提示する。 

Khong ら

（2017）17 
高齢者 準実験 ピア教育 

地域ボランティアによる転倒予

防プレゼンテーション。 
単回 1 時間 

ピア教育者 1

〜2 名 
低 

地域住民ボランティアを活用した啓発活動に展開

しやすい。 

Kloseck ら

（2017）18 
高齢者 RCT ピア教育 

専門職作成教材を用いたピア主

導教育。 

6 か月、2 時間

セッション 

ピア教育者

＋監修者 
中 検診後の地域サロンや教室での継続学習に向く。 
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著者（年） 対象 研究デザイン 介入分類 介入内容の要約 実施時間・期間 必要人員 
想定コス

ト 
骨粗鬆症検診への応用例 

Kuhirunyaratn ら

（2019）19 

60 歳以上高齢

者 
準実験 

ピア教育＋

グループ討

議 

自宅運動とピアサポートを組み

合わせたモニタリング。 

6 か月、1 人 15

〜20 分 

地域支援者

＋参加者相

互支援 

低〜中 
検診後の地域自主グループ形成支援に応用しやす

い。 

de Jong ら

（2019）20 
50 歳以上 前後比較 視聴覚教材 

転倒予防メッセージ動画による

教育。 
単回 90 分 

運営 1 名＋

動画教材 
低 

検診待ち時間に動画教材を用いた一斉教育として

導入しやすい。 

Taylor ら

（2019）21 
65 歳以上 RCT 

住環境評価

＋専門職指

導 

作業療法士による住環境評価と

教育介入。 
4 回の訪問 

作業療法士 1

名 
高 

検診では高リスク者の住環境支援紹介先として活

用できる。 

Ožić ら（2020）

22 

地域在住高齢

者 
前後比較 専門職講義 

自宅リスク低減と運動実演を含

むワークショップ。 
1 年間、週 2 回 講師 1〜2 名 中 継続運動教室と連動した検診後支援に向く。 

Chidume

（2021）23 

65 歳以上、移

動診療利用者 
前後比較 専門職講義 

看護師主導のツールキット教

育。転倒リスクのスクリーニン

グと予防指導。 

単回 30〜50 分 看護師 1 名 低 
検診会場での転倒リスク説明と配布資料の標準化

に活用できる。 

Pakyar ら

（2021）24 
中高年健常者 RCT 

グループ討

議 

計画的行動理論に基づく骨粗鬆

症予防のピア討議。 

3 週間、週 2

回、60 分 

ファシリテ

ーター1 名 
低 

若年〜中年層への予防啓発型検診プログラムに応

用可能。 

Lee ら（2022）

25 

65 歳以上、変

形性関節症診

断済み・手術

未施行 

準実験 

専門職講義

＋カウンセ

リング 

転倒安全、住環境、運動の講義

と看護師相談。 

6〜8 週間、週 2

回、60〜90 分 

看護師＋講

師 
中 

検診受診者への個別相談枠を含む短期フォローモ

デルとして使える。 
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著者（年） 対象 研究デザイン 介入分類 介入内容の要約 実施時間・期間 必要人員 
想定コス

ト 
骨粗鬆症検診への応用例 

Ye ら（2022）26 

60 歳以上、ス

マートフォン

利用者 

RCT 
オンライン

介入 

WeChat の teach-back 型ミニプ

ログラム。評価と教育を反復。 

8 週間、週 2

回、20〜90 分 

オンライン

運営 1 名 
低 

スマホを用いた検診後フォローアップ教材として

転用しやすい。 

Lim ら（2023）

27 

65 歳以上、転

倒不安・バラ

ンス不良、地

域在住 

RCT 
オンライン

介入 

自己学習型オンライン認知行動

療法。 

6 週間、週 1

回、30 分 

オンライン

運営 1 名 
低 

検診の遠隔フォローや再受診勧奨に活用しやす

い。 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

令和7年度分担研究報告書 

 

骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究（24FA1003） 

骨検診におけるマニュアル（栄養、食事指導部分）の作成 

 

研究分担者 上西一弘 日本栄養大学 栄養学部 栄養生理学研究室 教授 

 

A. 研究目的 

骨検診のマニュアル（骨粗鬆症検診・保健指

導マニュアル第 2版）は、2009年に発行された

「骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル」を改訂

する形で 2014 年に発行されたもので、発行か

ら約 10年が経過している。本研究班で、新しい

骨検診を検討するにあたり、新しいマニュアル

を作ることが目標の 1つとなっている。 

一昨年までは骨検診受診者のための栄養・食

事指導マニュアルの草案の作成を試みたが、昨

年は最終版を作成した。今回はさらに推敲を重

ねブラッシュアップした。 

 

B.研究方法 

 作成にあたっては、「骨粗鬆症検診・保健指

導マニュアル第 2版」を基本に、新しい知見を

加えるとともに、前回記載されていなかった項

目を追加した。さらに本研究班で検討されてい

る FRAX、OSTA の導入を考慮して、関連項目

を加筆した。なお、日本人の食事摂取基準（2025

年版）、骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン

2025年版も公開されたことから、マニュアルを

一部修正した。 

 

C. 結果 

 作成したマニュアル原稿（案）を添付した。 

 

D. 考察 

 今回のマニュアル作成にあたっては基本的に

は前回のものを踏襲したが、特に適切な体重管

理、そのためのエネルギー摂取の重要性につい

て記載した。また、従来のカルシウム中心の栄

養・食事指導だけではなく、骨の健康のために

は多くの栄養素が必要である事を伝えるため

の、バランスの良い食事について加筆した。 

 また、日本人の食事摂取基準（2025年版）、骨

粗鬆症の予防と治療ガイドライン 2025 年版と

の整合性も検討した。 

 

E.結論 

 昨年までに作成した骨検診マニュアルの栄養・

食事指導の部分の草案をブラッシュアップし

た。作成にあたっては基本的には前回のものを

踏襲したが、検診での FRAX、OSTA の使用を

考慮して、特に適切な体重管理、そのためのエ

ネルギー摂取の重要性について記載した。 

 今回、日本人の食事摂取基準（2025年版）、骨

粗鬆症の予防と治療ガイドライン 2025 年版と

も整合性を取りながら、最終版に加筆・修正を

行った。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

研究要旨 一昨年度までに骨検診受診者のための栄養・食事指導マニュアルの草案の作成

を試み、昨年度は骨粗鬆症検診項目をふまえて最終版を作成した。 

今回のマニュアルでは特に適切な体重管理、そのためのエネルギー摂取の重要性につ

いて記載した。また、従来のカルシウム中心の栄養・食事指導だけではなく、骨の健康の

ためには多くの栄養素が必要である事を伝えるための、バランスの良い食事について加

筆した。 

さらに、妊娠期、授乳期についても記述した。 
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G. 研究発表 

1. 論文発表 

1. 上西一弘：骨粗鬆症の栄養療法. 臨床栄養 

148(4): 503-508, 2026 

2. 上西一弘：骨粗鬆症治療におけるカルシウム

製剤の位置づけは? 月刊薬事 67(15): 3189-

3193, 2025 

3. 大江隆史, 上西一弘：第 9回 ロコモの予防と

治療 (3) 患者さんと栄養管理を始めよう! 整

形外科看護 30(9): 870-873, 2025 

4. 上西一弘：1. アスリートの骨と栄養．日本臨

床スポーツ医学会誌 33(3): 374-376, 2025 

 

2．学会発表 

1. 上西一弘：骨粗鬆症の予防（栄養管理）.  第

36 回日本臨床スポーツ医学会学術集会、

2025.11.2-3、千葉市 

2. 上西一弘 ：「日本人の食事摂取基準 2025

年版」における骨粗鬆症. 第 27 回日本骨

粗鬆症学会、2025.9.12-14、千葉市 

3. 上西一弘：ミネラルの摂取基準の改定点と

課題. 第 72回日本栄養改善学会学術総会、

2025.9.12-14、東京 

 

H. 知的財産権の出願，登録状況 

なし 
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「栄養指導」 

女子栄養大学 栄養学部 栄養生理学研究室 上西一弘 

 

1） 骨粗鬆症の食事 

骨粗鬆症の予防と治療のための食事や栄養素として、カルシウム摂取が最初に取り上げ

られる事が多い。確かにカルシウムは骨の健康のために不可欠な重要な栄養素であるが、

カルシウムだけでは骨の健康は維持されない。本マニュアルでも取り上げられている

FRAX や OSTA においても体重が軽いことは骨粗鬆症のリスクとなっている。また、骨折

の原因となる転倒には筋肉も影響している。したがって、適切な体重および筋量を維持す

ることが重要である。そのためには適切なエネルギー摂取量と必要な栄養素を過不足なく

摂取するためのバランスの良い食事が基本となる。 

 

2） バランスの良い食事、適正体重の維持 

 骨粗鬆症の予防と治療のための食事・栄養素を考える際に、カルシウムが最も大切だと

考える人は多い。しかし、カルシウム摂取量を確保する前に、全身の栄養状態を良好に保

つことが基本であり、そのためには適切なエネルギー量を確保し、バランスよく食べると

いうことが基本となる。日本人の食事摂取基準（2025 年版）ではエネルギーの摂取量と消

費量のバランスの維持を示す指標として、BMI を採用しており、年齢階級別に目標とする

BMI の範囲が示されている（表 1）1)。例えば高齢者（65 歳以上）の場合には目標とする

BMIの範囲は 21.5～24.9kg/m2となる。低体重は骨粗鬆症のリスクとなる。しかし、高齢に

なってからの体重増加は必ずしも勧められるものではなく、若年期からの取組みが望まし

い。高齢者では現体重の維持が基本で、目標とする BMI の範囲から外れている場合には、

できるだけ近づけることを目指すようにする。 

 体重の維持のためにはエネルギー摂取が必要であるが、必要とするエネルギー量は個人

によって異なる。したがって、体重の増減からエネルギー摂取量の過不足を推定すること

が必要である。 

エネルギー源となる栄養素は炭水化物、脂質、たんぱく質であるが、特にたんぱく質の

摂取が重要となる。体重 1kg あたり 1ｇ程度のたんぱく質摂取を目指すと良い。最近はた

んぱく質の量が表示された食品も多く発売されているので、これらを利用するのも良いだ

ろう。 

骨の健康のためには、以降に紹介するカルシウムやビタミン D等の栄養素の摂取が重要

であるが、近年は骨質の観点からビタミン B6、B12，葉酸などのビタミン B群やビタミン

C の摂取が勧められている 2)。 

また、骨の健康にはカルシウムのみならず、数多くの栄養素が関わっている。それらの

栄養素を摂取するためには、多くの種類の食品を摂取する必要があり、そのためにはバラ
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ンスの良い食事が基本となる。毎日の食生活で、できるだけ多くの食品を摂取して適正体

重を維持することが重要である。 

 

 

3）カルシウム 

カルシウムの必要量と摂取の現状 

 「日本人の食事摂取基準（2025年版）」では、カルシウムの食事摂取基準は表 2のように

策定されている 1）。 

 令和 6 年（2024 年）の国民健康・栄養調査の結果では、国民 1 人 1 日あたりの平均カル

シウム摂取量は男性で 496mg、女性で 477㎎となっている 3）。また、これまでの国民健康・

栄養調査（国民栄養調査を含む）の結果をまとめた Ohtaらの報告によると、日本人のカル

シウム摂取水準は 1970年代からほとんど変わっておらず、近年は減少傾向にある 4）。 

令和 6年（2024年）の国民健康・栄養調査の結果（20歳以上男女）をみると、カルシウ

ムの供給源は、動物性食品が 43.0％、植物性食品が 57.0％と、植物性食品からの供給がわ

ずかに多くなっている 3)。さらに細かく食品群別にみると、牛乳・乳製品からが 29.9％、

次いで野菜類からが 16.4％、豆類からが 12.6％であり、これらの食品からの供給で約 60％

となっている。その次は穀類 8.4％、魚介類 7.4％となっている。この結果をみると、牛乳・

乳製品の摂取はカルシウムの摂取源として大きく影響していると考えられる。 

 

カルシウム摂取量の評価 

 習慣的なカルシウム摂取量を簡易にチェックする方法として、カルシウム自己チェック

表が開発されている（表３）。これはカルシウムの摂取源としての重要となるいくつかの食

品の習慣的な摂取頻度を問うもので、その妥当性も検証されている 5）。臨床の現場や一般

人を対象とした健康教室などでも利用されている。 

 カルシウム自己チェック表の合計点数を 40倍した値が、習慣的なカルシウム摂取量の推

定値となる。成人女性の場合には、日本人の食事摂取基準（2025年版）に示された推奨量

が 650㎎/日なので、16点（640㎎）を目指すとよい。 

 このようなチェック表を用いて、現在のカルシウム摂取量を知っておくことは、カルシ

ウム摂取の啓発にもつながる。 

 

カルシウム摂取量を増やす工夫 

 「カルシウムの必要量と摂取の現状」の項で紹介したように、日本人の食事摂取基準と

比較しても日本人のカルシウム摂取量は少ない。カルシウムの多い食品は、牛乳・乳製品、

小魚類、大豆・大豆製品、緑色の葉物の野菜であり、特に牛乳・乳製品はそのカルシウム

含量が多いこととともに、その吸収率が高いことが報告されている 6,7)。さらに、牛乳・乳
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製品は調理の必要がないことも多く手軽に摂取できることもあり、その摂取量を少しでも

増やすことが重要である。牛乳を飲むとお腹の調子が悪くなる場合は、ヨーグルトやチー

ズの摂取を試してみることを勧めるとよい。アレルギーなどのため、どうしても牛乳・乳

製品が摂取できない場合には、骨まで食べることのできる小魚類や、納豆などの大豆・大

豆製品、小松菜などの野菜の摂取することが必要となる。できるだけ多くの種類の食品か

らカルシウムを摂取することは、カルシウム以外の栄養素の十分な摂取にもつながる。 

 

 

4） ビタミン D 

 ビタミン D は腸管からのカルシウム吸収を促進する。ビタミン D は主に魚やきのこ類、

鶏卵から供給されるが、紫外線にあたることで皮膚でも合成される。ビタミン Dの栄養状

態は血中の 25(OH)D 濃度を測定する事で把握することができる。最近の報告では日本人の

ビタミン Dの栄養状態は全ての性、年齢階級で悪く、特に女性では顕著である 8-11）。血清

の 25(OH)D濃度と転倒の関係を件とした報告では、ビタミン Dの栄養状態が悪い人では転

倒のリスクが高いことが報告されている 12)。 

 

ビタミン Dの必要量と摂取の現状 

ビタミン D の食事摂取基準を表 4 に示す。成人では男女ともに 1 日あたり 9.0µg となっ

ている。令和 6年（2024年）の国民健康・栄養調査の結果によると 3)、ビタミン D摂取量

は男性平均で 6.9µg/日、女性平均で 6.3µg/日であり、食事摂取基準の目安量よりも低値であ

る。 

また、同調査結果からビタミン Dの供給源は、魚介類（76.8％）が最も多く、次いで卵類

（11.6％）、きのこ類、肉類、乳類（それぞれ 2.9％）となっている 3)。ビタミン D はきの

こ類に多いといわれているが、含有量を考えると、その供給率はそれほど高くないことが

分かる。この結果をみると、魚介類の摂取がビタミン D摂取量に大きく影響していると考

えられる。特に鮭にはビタミン Dが多く含まれており、供給源としては有用である。ビタ

ミン Dを多く含む食品を表 5に示す。 

したがって、全ての人を対象に、ビタミン Dの摂取源となる魚類の摂取を増やすことと、

適度な日光曝露が勧められる。 

 

 

5）ビタミン K 

 ビタミン Kは骨へのカルシウムの取り込みを助ける働きをしている。ビタミン Kの栄養

状態は血中の低カルボキシル化オステオカルシン（ucOC）濃度によって評価することがで

き、ビタミン K 栄養状態が悪いと、ucOC濃度が高くなる。ビタミン Kは特に納豆に多く
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含まれている。納豆摂取量と骨折の関係を調べた報告では、納豆摂取の少ない関西地方は、

摂取量の多い関東地方に比べて骨折が多いことが示されている 13）。なお、ビタミン K は

骨粗鬆症の治療薬としても利用されているが、その投与量（45mg/日）は食事から摂取する

量の 1000倍程度であり、栄養素として摂取できる量ではない。 

 ビタミン Kの食事摂取基準と、ビタミン Kを多く含む食品を表 6,7に示す。 

 

 

6）骨代謝に影響を及ぼす他の栄養関連因子 

 骨の健康のためには、カルシウムをはじめ多くの栄養素が関与する。最初に紹介したよ

うに低体重は骨粗鬆症のリスクである事から、適正な体重を維持するためのエネルギー摂

取が重要である。エネルギーの必要量は個人によって異なることから、エネルギー摂取量

とエネルギー消費量のバランスを示す、BMI（Body Mass Index）がエネルギー摂取の指標

として用いられている。なお、FRAXでも身長と体重を入力するが、これは BMIを算出す

るために使用されていると考えられる。 

 エネルギー源となる栄養については、特にたんぱく質の摂取が重要となる。骨の基質形

成に重要なコラーゲンもたんぱく質であり、たんぱく質は骨の健康に欠かすことはできな

い。さらに筋肉の健康にも重要であり、サルコペニアなどで筋量が減少すると転倒、骨折

につながることが危惧される。 

近年、骨質の観点において、骨の健康にはカルシウムやビタミン D以外に、ビタミン B6、

B12、葉酸、ビタミン C が関わっていることがわかってきた。これらの栄養素は、コラーゲ

ンの生成と維持、骨折のリスクとなる血中ホモシステイン濃度を抑える働きが知られてお

り 14）、これらの栄養素を含む食品の摂取が勧められる。 

 

 

7）飲酒と喫煙 

FRAX ではアルコールの摂取状況について入力する。アルコールは、多量に摂取すると

腸管からのカルシウムの吸収を阻害し、尿中排泄を促進する。エタノール量として 1日 24

～30g 以上のアルコール摂取は、骨粗鬆症性骨折のリスクを 1.38 倍、大腿骨近位部骨折の

リスクを 1.68倍に高め、このリスクはアルコールの摂取量に依存して高くなることが報告

されている 15）。なお、FRXAではアルコール 1日 3単位以上の飲酒者は飲酒ありと入力す

ることになっている。ここでのアルコール 1 単位は、エタノール量として 8～12g であり、

3単位の目安量としては、缶ビール（350ml）2本、日本酒 1合（180ml）、焼酎 1杯（25度、

120ml）、ワイン 2杯（220ml）、ウイスキー、ブランデー1杯（60ml）程度である。 

喫煙には抗エストロゲン作用、カルシウム吸収阻害および尿中への排泄促進作用がある。

喫煙者は非喫煙者に比べて、骨粗鬆症性骨折のリスクが 1.26倍、大腿骨近位部骨折のリス
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クが 1.84倍高いと報告されている 16）。骨粗鬆症対策の観点からも喫煙対策が重要である。 

 

 

8） まとめ 

 骨の健康のためには、バランスのよい食事、適正な体重の維持、カルシウムとビタミン

D の積極的な摂取が不可欠である。安易にサプリメントに頼ることなく、できるだけ食事

から効率よく摂取することが推奨される。 
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図表 

 

表 1 目標とする BMIの範囲（18歳以上）1,2 
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表 2 カルシウムの食事摂取基準 
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表 3 カルシウム自己チェック表 
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表 4 ビタミン Dの食事摂取基準 

 

 

 

 

表 5 ビタミン Dを多く含む食品 

食品名 １回使用量（g） ビタミン D（μg） 

しろさけ 60 19.2 

うなぎ蒲焼 100 19.0 

さんま 60 14.9 

まがれい 60 7.8 

まかじき 60 7.2 

たちうお 60 8.4 

鶏卵 50 1.9 

まいたけ 50 2.5 

きくらげ 2 1.7 

              日本食品標準成分表 2020年版（八訂）より作成 
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表 6 ビタミン Kの食事摂取基準 

 

 

 

 

 

表 7 ビタミン Kを多く含む食品 

食品名 １回使用量（g） ビタミン K（μg） 

糸引き納豆 50 300 

モロヘイヤ 60 384 

小松菜 80 168 

ほうれん草 60 162 

春菊 50 125 

菜の花 50 125 

鶏もも（皮付き） 120 35 

抹茶 2 58 

日本食品標準成分表 2020年版（八訂）より作成 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対総合研究事業） 

令和 7 年度分担研究報告書 

 

「文献レビューおよび改訂版骨粗鬆症検診マニュアル作成に関する研究」 

 

研究分担者 小川純人 東京大学医学部附属病院 老年病科 教授 

研究要旨：改訂版骨粗鬆症検診マニュアルの作成を目指し、前年度に引き続き高齢者の特性や

介護予防等との関連性について国内外の文献レビュー、文献検索、班会議等での議論を継続して

きた。改訂版骨粗鬆症検診マニュアルの作成における、検診の実際や要精検者への対応に関連す

ることとして、医療面接や骨粗鬆症マネージャー・リエゾンサービスを含む内容等についても文

献等に基づく素案作成に従事した。 

 

Ａ．研究目的 

 今年度も改訂版骨粗鬆症検診マニュアル

作成に向けて、高齢者の特性や介護予防等

を中心に、国内外の文献検索、班会議等での

議論を継続的に行ってきた。また、骨粗鬆症

検診の実際や要精検者への対応に関連する

内容として、医療面接や骨粗鬆症マネージ

ャーおよび骨粗鬆症リエゾンサービス等に

ついても文献等の検索と併せて、同マニュ

アルの素案作成や骨粗鬆症検診提供体制に

向けた関連項目・内容の抽出・文案改訂等を

継続的に行った。 

 

Ｂ．研究方法 

改訂版骨粗鬆症検診マニュアルの素案作成

を進める中で、高齢者の特性や介護予防等

の観点から文献検索を継続的に実施し、国

内外の文献検索ならびに班会議等での議論

を通じて同マニュアル素案のブラッシュア

ップを進めた。また、検診の実際や要精検者

への対応に関して掘り下げるため、医療面

接や骨粗鬆症マネージャー・リエゾンサー

ビス対応等についても文献検索を継続する

ととともに、老人保健法による骨粗鬆症予

防マニュアル、骨粗鬆症の予防と治療ガイ

ドライン 2025 年版等も参考にして、同マニ

ュアル素案作成や骨粗鬆症検診提供体制に

向けた関連項目・内容の抽出、文案改訂を行

った。 

 

Ｃ．研究結果 

本研究班より提案されている地域住民検診

における骨粗鬆症検診内容案、骨粗鬆症の

予防と治療ガイドライン 2025 年版での記

載内容、班会議での討議に基づき、骨粗鬆

症検診の対象、検診の実際（検診項目）、

要精検者への対応等に関する素案作成を行

った。その中で、改訂版骨粗鬆症検診マニ

ュアルの項目が選定されたことを受けて、

医療面接や骨粗鬆症マネージャー・リエゾ

ンサービス対応等についても文献検索や検

討を継続的に実施し、同マニュアルの素案

作成を行った。 

 

Ｄ．考察 

わが国において、2024 年度から健康日本 21
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第三次（2024 年-2035 年）として｢⼥性の健

康」が新たに明記され、⾻粗鬆症検診受診率

向上（約 5%→15％）が⽬標設定され、同目

標達成に向けた取り組みが重要課題となっ

ている。現在進められている改訂版骨粗鬆症

検診マニュアルの完成や同マニュアル活用

によって、今後わが国において円滑かつ効

果的な骨粗鬆症検診の実施につながること

が期待される。骨折リスクの評価として

Fracture Risk Assessment Tool (FRAX) 、

Osteoporosis Self Assessment Tool for Asia 

(OSTA)、既存骨折の有無を含めた情報活用

について文献検索を含めた検討を継続的に

進めていく。同マニュアルの完成に向けて、

骨粗鬆症検診の実際（医療面接）、骨粗鬆症

マネージャー・リエゾンサービス対応等に

ついても素案作成を進める。同マニュアル

が完成、刊行された際には、骨粗鬆症関連学

会や骨粗鬆症財団等の関連団体の協力を得

た上で、同マニュアルの普及・啓発、検証を

目指していく。同マニュアルの活用により、

骨粗鬆症の早期発見、⾻粗鬆症検診の受診率

向上につながることが期待される。 

 

Ｅ．結論 

改訂版骨粗鬆症検診マニュアル作成に向け

た研究班の中で、骨粗鬆症検診の実際や要

精検者への対応に関連する内容として、医

療面接や骨粗鬆症マネージャーおよび骨粗

鬆症リエゾンサービス対応等について文献

検索および文案作成を継続的に行う。今後、

同マニュアルの完成、刊行に向け文献検索や

委員会等での協議を重ねていき、ひいては同

マニュアルの普及・啓発、ならびに骨粗鬆症

検診の更なる推進が期待される。 
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骨粗鬆症の疫学 

 
研究分担者 伊木雅之 関西医科大学 医学部衛生公衆衛生学講座 客員教授 

 
研究要旨 
 本分担研究課題では、本研究事業で作成する骨粗鬆症検診マニュアルの一部として、骨

粗鬆症検診を実施するに当たって必要な基礎的知識として骨粗鬆症、並びにそれによる骨

折についての疫学的最新知識をまとめた。我が国の骨粗鬆症患者は約 1590 万人、18 万人

が毎年大腿骨近位部骨折を起こし、内、2 万 7 千人が死亡し、7 万 5 千人に身体機能の低

下が起こる極めて高頻度で重大な疾患である。しかし、現状では、骨粗鬆症検診は対策型

検診としては十分な機能を果たしておらず、患者の治療割合も不十分である。骨折リスクを

正しく評価する検診と骨折リスクの高い者に確実に治療を提供するスキームが必要である。

本研究で提案される検診スキームは骨折リスクを指標とするものではないが、女性において

OSTA を用いて簡便に低骨密度のリスクの高い者のスクリーニングすることができる。この性

能が男性においても認められるかどうかを検討したところ、女性に比べると特異度がやや低

く、カットオフ値は男性では再考の余地があるが、適用は可能と考えられた。 
 

 
Ａ．研究目的 
①公衆衛生・疫学の立場から骨粗鬆症検診実施率・受

診率向上に資する検診方法や実施体制の改善につい

て検討する。 
②本研究で新しい検診スキームの主要指標として提案

されている OSTA（Osteoporosis Self-assessment Tool for 
Asians）が男性高齢者においても適用可能かどうかを

検討する。 
③骨粗鬆症の検診を提供するに当たっての基礎的知

識として骨粗鬆症、並びにそれによる骨折についての

疫学的最新知識をまとめ、改訂版骨粗鬆症検診マニュ

アルの一部として提供する。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 文献レビューと最新情報の収集 
 使用した文献データベースは PubMed、Cochrane 
Library、並びに医学中央雑誌である。Key words
は ”osteoporosis” と ”fracture” で 、 PubMed で

は”epidemiology”の Subheading をつけ、humans と

Middle Aged + Aged: 45+ years の Filter をかけた。言語

は英語と日本語とした。 
 2025 年度に開催された骨粗鬆症、疫学に関連する学

会、すなわち、日本骨粗鬆症学会、日本骨代謝学会、

日本公衆衛生学会の学術総会に参加し、最新情報を

収集した。 
 
２．本検診スキーム（案）の FORMEN 研究における検

証 

  
 
本研究で提案されている OSTA を中心とした検診スキ

ーム（案）は主に女性を対象として検討されており、男

性での検討は十分ではない。FORMEN（Fujiwara-kyo 
Osteoporosis Risk in Men 藤原京スタディ男性骨粗鬆症）

研究は 1 次コホート研究が 2007 年から、2 次コホート研

究が 2019 年から実施されている骨粗鬆症に関するコホ

ート研究である。そこで、両コホートのベースライン調査

と２次コホートの６年次追跡調査の参加者について、本

検診スキーム（案）の中心的指標であるOSTAが男性で

も有用かどうかを確認する。 
 
Ｃ．研究結果 
１．骨粗鬆症検診マニュアル「骨粗鬆症の疫学」の加筆

修正 
 文献検索結果に基づき、改訂した部分を示す。 
１）骨粗鬆症の推定有病者数と患者数 
 Research on Osteoarthritis and Osteoporosis Against 
Disability (ROAD)研究 2)によれば、2015 年の骨粗鬆

症の有病者数は、腰椎、あるいは大腿骨近位部で、男

性 410 万人、女性 1,180 万人、計 1590 万人とされ、全

国の 7 地域から無作為抽出された女性を調査した

Japanese Population-based Osteoporosis (JPOS)研究 3)
でも同程度であった。この数値は人口の高齢化と共に

増加し、2030 年以降は女性だけで 1200 万人前後とな

ると推計されている 4)。 
 
２）引用文献の修正 
2. Yoshimura N, Iidaka T, Horii C, et al. Trends in 
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osteoporosis prevalence over a 10-year period in Japan: 
the ROAD study 2005–2015. J Bone Miner Metab. 
2022;40:829-838. 
 
２．本検診スキーム（案）の FORMEN 研究における検

証 
１）1 次コホート研究のベースライン調査を用いた検証 
 2007 年に実施された FORMEN 研究１次コホートのベ

ースライン調査を受診した者の内、受診時 65 歳以上で、

身長、体重に欠損がなく、腰椎か大腿骨近位部の有効

な骨密度値がある 1888 人を対象とした。骨密度は腰椎

と大腿骨近位部をDXA(Hologic社製QDR4500A)で測

定した。年齢(Age)と体重(Wt)から以下の式で OSTA 値

を計算した。 
 OSTA 値=(体重-年齢)×0.2 
 

 
 
 対象者の基本的特性を表１に示した。腰椎、大腿骨

近位部、大腿骨頸部のいずれかで T-score が-2.5 以下

となった場合を骨粗鬆症と判定し、Gold standard とした。

対象者 1888 人中、113 人（6.0％）で、骨粗鬆症群はそ

うでない群より、有意に高齢で、身長が低く、体重が軽

く、骨密度が低く、OSTA 値が低かった。 
 OSTA を用いて骨粗鬆症を Screening した場合の

ROC 曲線(Receiver operating characteristics curve)を図

1 に示す。曲線下面積(AUC, area under the curve)は
0.749 であった。 

同じ集団における感度と特異度を表２に示す。Cutoff
を OSTA値<-1にした場合、感度は 0.929 と高いが特異

度が 0.261 と低くなった。Youden index が最高となる

Cutoff は OSTA 値<-3 で、感度 0.761、特異度 0.631 で

あった。感度を 0.8 以上とするためには、Cutoff は

OSTA値<-2となり、感度0.867、特異度0.443であった。

ROAD 研究における感度と特異度と比べると、特異度

がやや低い値となったが、Cutoff が OSTA 値<-1 では

感度に比べて特異度が低く、この Cutoff では検診の効

率性に問題がでる可能性が示唆された。 
 

 
 

 
 

２）２次コホートの Baseline 調査を用いた検証 
 FORMEN 研究の２次コホートの Baseline 調査は 2017
年から 2019 年にかけて実施された。受診時 65 歳以上

だった 600 人を対象に１次コホートと同じ内容の調査を

実施した。 
 

 
 
 対象者の基本的特性を表 3 に示す。対象者 600 人

中、40 人（6.7％）が骨粗鬆症と判定され、骨粗鬆症群

はそうでない群より、有意に高齢で、身長が低く、体重

表１．FPRMEN１次コホートの初回調査時の基本的特性

Mean SD Mean SD Mean SD p-value

Age, years 73.1 ± 5.2 73.1 ± 5.2 74.1 ± 5.8 <0.05

Height, cm 162.9 ± 5.7 163.1 ± 5.6 161.0 ± 6.7 <0.01
Weight, kg 60.9 ± 8.5 61.5 ± 8.2 52.5 ± 8.1 <0.01

BMI, kg/m2 22.9 ± 2.7 23.1 ± 2.6 20.3 ± 2.8 <0.01

BMD at lumber spine, g/cm2 1.027 ± 0.190 1.046 ± 0.178 0.730 ± 0.103 <0.01

BMD at total hip, g/cm2 0.877 ± 0.125 0.890 ± 0.116 0.672 ± 0.089 <0.01

BMD at femoral neck, g/cm2 0.740 ± 0.115 0.752 ± 0.107 0.560 ± 0.085 <0.01

OSTA -2.1 ± 2.0 -2.0 ± 2.0 -3.9 ± 2.1 <0.01

Overall (N=1888) T-score>-2.5 (N=1775) T-score=<-2.5  (N=113)

図１．FORMEN１次コホートにおいて、OSTAで骨粗鬆症を
抽出する際のROC曲線

Cutoff Sensitivity Specificity Accuracy Youden index

OSTA<1 0.991 0.020 0.078 0.011
OSTA<0 0.982 0.060 0.115 0.043
OSTA<-1 0.929 0.261 0.301 0.191
OSTA<-2 0.867 0.443 0.469 0.311
OSTA<-3 0.761 0.631 0.639 0.392
OSTA<-4 0.593 0.793 0.781 0.386
OSTA<-5 0.398 0.896 0.867 0.295

表２．FORMEN１次コホートにおいて骨粗鬆症を抽出する際の
感度と特異度

表3．FPRMEN２次コホートの初回調査受診者の基本的特性

Mean SD Mean SD Mean SD p-value

Age, years 73.3 ± 5.4 73.2 ± 5.2 75.2 ± 7.2 0.0191

Height, cm 164.8 ± 5.8 165.1 ± 5.7 161.6 ± 6.6 0.0003
Weight, kg 63.3 ± 8.6 63.7 ± 8.4 57.6 ± 8.1 <.0001

BMI, kg/m2 23.3 ± 2.7 23.4 ± 2.7 22.0 ± 2.5 0.0028

BMD at lumber spine, g/cm2 1.046 ± 0.193 1.063 ± 0.186 0.796 ± 0.122 <.0001

BMD at total hip, g/cm2 0.893 ± 0.126 0.907 ± 0.116 0.692 ± 0.068 <.0001

BMD at femoral neck, g/cm2 0.729 ± 0.127 0.743 ± 0.119 0.531 ± 0.051 <.0001
OSTA -2.0 ± 2.2 -1.9 ± 2.2 -3.5 ± 2.6 <.0001

Overall (N=600) T-score>-2.5 (N=560) T-score=<-2.5  (N=40)
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が軽く、骨密度が低く、OSTA 値が低かった。１次コホー

トと比べると、年齢、身長、体重に有意差はなく、骨粗

鬆症有病率にも有意差はなかった。OSTA 値に有意差

はなかった。 
 OSTA を用いて骨粗鬆症を Screening した場合の

ROC 曲線を図 2 に示す。AUC は 0.685 と１次コホート

よりやや低値となった。 
 

 
 
２次コホートにおける感度と特異度を表４に示す。

Cutoff を OSTA 値<-1 にした場合、感度は 0.850 と高い

が、特異度が 0.325 と低くなった。Youden index が最高

となるCutoffはOSTA値<-4で、感度 0.525、特異度 0．
843 であった。感度を 0.8 以上とするためには、Cutoff
は OSTA 値<-1 となるが、この Cutoff では特異度が低

く、検診の効率性に問題がでる可能性が示唆された。 
 

 
 
３）２次コホートの 6 年次追跡調査を用いた検証 
 FORMEN 研究の２次コホートの 6 年次追跡調査は

2025 年 11 月に実施された。受診者 305 人を対象に身

体計測、骨密度計測、骨折発生状況調査などを実施し

た。 
 

 
 
 対象者の基本的特性を表５に示す。対象者 305 人中、

22 人（7.2％）が骨粗鬆症と判定され、骨粗鬆症群はそ

うでない群より、有意に体重が軽く、骨密度が低く、

OSTA 値が低かった。初回調査と比べると、4.4 歳高齢

で、骨粗鬆症の有無で年齢差は有意でなくなった。高

齢の骨粗鬆症有病者が脱落したと考えられる。 
 OSTA を用いて骨粗鬆症を Screening した場合の

ROC 曲線を図３に示す。AUC は 0.6２２と初回調査時よ

りやや低値となった。高齢になるほどOSTAの有効性は

低下することが示唆される。これは骨粗鬆症の有無で

年齢に有意差が認められなくなったことが影響している

可能性が考えられる。 
 

 
 
２次コホートの追跡調査受診者における感度と特異

度を表６に示す。Cutoff を OSTA<-1 にした場合、感度

は 0.909 と高いが、特異度が 0.180 と低くなった。

Youden index が最高となる Cutoff は OSTA<-5 で、感

図２．FORMEN２次コホート初回調査において、OSTAで骨粗鬆
症を抽出する際のROC曲線

Cutoff Sensitivity Specificity Accuracy Youden index

Osta<1 0.950 0.089 0.147 0.039

Osta<0 0.900 0.188 0.235 0.087
Osta<-1 0.850 0.325 0.360 0.175
Osta<-2 0.675 0.532 0.542 0.207
Osta<-3 0.575 0.704 0.695 0.279
Osta<-4 0.525 0.843 0.822 0.368
Osta<-5 0.350 0.927 0.888 0.277

表４．FORMEN２次コホートにおいて骨粗鬆症を抽出する際の
感度と特異度

表5．FPRMEN２次コホートの追跡調査受診者の基本的特性

Mean SD Mean SD Mean SD p-value

Age, years 77.7 ± 4.8 77.7 ± 4.7 77.5 ± 5.7 0.843

Height, cm 164.3 ± 5.5 164.4 ± 5.5 163.3 ± 5.8 0.3614
Weight, kg 62.7 ± 8.5 63.2 ± 8.4 57.3 ± 8.7 0.002

BMI, kg/m2 23.2 ± 2.8 23.4 ± 2.8 21.5 ± 2.8 0.0025

BMD at lumber spine, g/cm2 1.074 ± 0.212 1.093 ± 0.204 0.829 ± 0.158 <.0001

BMD at total hip, g/cm2 0.874 ± 0.133 0.889 ± 0.123 0.663 ± 0.058 <.0001

BMD at femoral neck, g/cm2 0.718 ± 0.118 0.733 ± 0.108 0.522 ± 0.041 <.0001
OSTA -3.0 ± 2.2 -2.9 ± 2.1 -4.0 ± 2.5 0.0195

Overall (N=305) T-score>-2.5 (N=283) T-score=<-2.5  (N=22)

図３．FORMEN２次コホート追跡調査受診者において、OSTAで
骨粗鬆症を抽出する際のROC曲線
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度 0.364、特異度 0.859 であった。感度を 0.8 以上とす

るためには、CutoffはOSTA値<-2となるが、このCutoff
では特異度は 0.325 となり、検診の効率性に問題がで

る可能性が示唆される。 
 

 
 
D．考察 
 我が国の骨粗鬆症患者は約 1590 万人、18 万人が毎

年大腿骨近位部骨折を起こし、内、2 万 7 千人が死亡

し、7 万 5 千人に身体機能の低下が起こる極めて高頻

度で重大な疾患である。現状で大腿骨近位部骨折の

発生動向の迅速な把握は難しいが、今後は NDB を活

用して全国の発生数を毎年迅速に把握し、それをアウ

トカムにして、有効な予防対策や患者の管理方法の改

善を図ることが望まれる。 
 本研究では、FORMEN 研究の 2 つの Baseline 研究

のデータと１つの追跡調査データを用いて、本研究班

が ROAD 研究を元に提案する検診スキームの中心的

指標であるOSTAが男性にも適用できるかどうかを検討

した。その結果、OSTAのAUCは１次コホートで 0.749、
２次コホートでは 0.685 で、ROAD 研究の 0.81 よりもや

や低い値となった。また、２次コホートの追跡調査受診

者では年齢が 4.4 歳上がり、AUC は 0.622 とさらに低下

した。しかし、骨折リスク評価ツールとして最も広く使用

されている FRAX の AUC は FRAX 作成コホートでも

0.63程度なので、これを基準とすれば、男性においても

OSTA は受け入れられると考えられる。しかし、高齢に

なるほど Screening の有効性は低下すると考えられ、注

意が必要である。 
 また、感度と特異度のいずれもが十分に高いかと言え

ば、そうではない。ROAD 研究における感度と特異度と

比べると、FORMEN 研究における値はやや低い値とな

った。Cutoff として OSTA 値≦－1 を採用すると

FORMEN 研究では感度は高いが、特異度が１次コホ

ートで 0.261、２次コホートで 0.325、追跡調査受診者で

は 0.180となり、検診の効率性に問題がでる可能性があ

る。そこで、感度を多少犠牲にして Cutoff を OSTA 値<-
2 か-3 にする選択も検討の余地がある。 
 なお、骨折によって QOL が大きく低下する可能性

があり、その多くは骨粗鬆症に起因する脆弱性骨折

によるものである。このため骨粗鬆症検診では、将来

の骨折リスクを高める低骨密度の早期発見と、高骨

折リスク者の抽出の双方が重要となる。しかし、現行

の検診対象である「40 歳から 5 歳きざみに 70 歳まで

の女性」では、高骨折リスク者の頻度は年齢によって

大きく異なるため、若年層では主として低骨密度者

の抽出、中高年層では骨折リスク評価の意義がより

大きくなると考えられ、検診時の年齢によってその意

義や検診スキームが変化すると考えられる。骨密度

測定の必要な人をスクリーニングし、精密検査で低骨

密度者を発見し、適切な介入をして骨折を減らすことを

目指す。本研究ではこのスキームが男性にも適用可能

であることは推定できたが、Cutoff は女性のそれとは別

に設定する必要が示唆された。また、この検診スキーム

で実際に骨折を減らすことができるかどうかは今後の課

題である。 
 
Ｅ．結論 
 我が国の骨粗鬆症患者は約 1590 万人、18 万人が毎

年大腿骨近位部骨折を起こし、内、2 万 7 千人が死亡

し、7 万 5 千人に身体機能の低下が起こる極めて高頻

度で重大な疾患である。しかし、現状では、骨粗鬆症検

診は対策型検診としては十分に機能しているとは言え

ず、患者の治療割合も十分に高いとは言えない。可及

的速やかに骨折リスクを正しく評価する検診の導入と骨

折リスクの高い者には確実に治療を提供するスキーム

が必要である。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
 
Ｇ．研究発表 
1. 論文発表 なし 
2. 学会発表 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 なし 
2. 実用新案登録 なし 
3. その他 なし 

Cutoff Sensitivity Specificity Accuracy Youden index

Osta25<1 1.000 0.035 0.105 0.035

Osta25<0 0.909 0.078 0.138 -0.013
Osta25<-1 0.909 0.180 0.233 0.089
Osta25<-2 0.864 0.325 0.364 0.189
Osta25<-3 0.591 0.512 0.518 0.103
Osta25<-4 0.409 0.686 0.666 0.095
Osta25<-5 0.364 0.859 0.823 0.222

表６．FORMEN２次コホートの追跡調査受診者において骨粗鬆症
を抽出する際の感度と特異度
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 令和7年度 分担研究報告書 

 
初診患者の骨密度検査と骨粗鬆症診断に関する研究 

 
研究分担者 宗圓 聰 そうえん整形外科骨粗しょう症・リウマチクリニック 院長 

 
研究要旨：当院において 1 年間に初診患者で骨密度検査を実施した例は 103 例であったが、検診

による要精検者はそのうち 11 例（10.6％）であり、超音波による検査結果と全身用 DXA による

結果には乖離がみられた。 
 

Ａ．研究目的兵庫県神戸市で骨粗鬆症、関節リウ
マチを主に診療している当院を初診し、骨密度検
査を実施した患者について、検診による要精検を
含む来院経緯を調査するとともに骨粗鬆症と診断
した割合について検討した。 

 
Ｂ．研究方法 
1年間に来院した患者のうち、初診患者で全身用D
XAにより骨密度検査を実施した症例のカルテを
後ろ向きに調査した。 
（倫理面への配慮） 
カルテは医師のみで閲覧し個人情報は事務職員に
集計させた。 
 
Ｃ．研究結果 
来院経緯は通常受診が最も多く82例、他院からの
紹介受診が10例、検診による要精検例が11例であ
った。それらのうち、骨粗鬆症と診断した例はそ
れぞれ40例、4例、7例であった。検診は超音波に
よるもの8例、DXAによる腰椎または大腿骨近位
部骨密度によるものが3例であり、超音波により若
年成人平均値の80％から71％の6例のうち骨粗鬆
症は3例、70％以下の2例のうち骨粗鬆症は1例であ
った。なお、DXAの例は全例70％以下で骨粗鬆症
と診断した。 
 
Ｄ．考察 
検診結果から受診し、骨密度検査を受ける症例は
決して多くはなく、また、超音波検査結果とDXA
による骨密度測定結果は必ずしも一致しないこと
が少なくないことが再確認できた。検診率の向上
により効率的に骨密度減少症例や骨折リスクを有
する症例を検出する方策が求められる。本研究 は、
DXAが実施可能な整形外科・リウマチ科クリニッ
クの一例であり、今後は骨粗鬆症が疑われる患者

の来院経緯の実態調査として複数の医療機関にわ
たる調査も有用と考えられる。また、2024年の骨
粗鬆症財団の調査では、兵庫県の骨粗鬆症検診率
は約3％と非常に低いことにも留意する必要があ
ると考える。 
 
 
Ｅ．結論 
1年間に初診患者で骨密度検査を実施した例は103
例であったが、検診による要精検者はそのうち11
例（10.6％）であり、超音波による検査結果と全身
用DXAによる結果には乖離がみられた。 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
 
Ｇ．研究発表 
なし  
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
 なし
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 令和7年度 分担研究報告書 

 
骨粗鬆症検診における骨量減少スクリーニング基準の開発と検証：ROAD スタディによる

OSTA および FRAX 危険因子の活用 
 

研究分担者 吉村典子     
東京大学医学部附属病院 22 世紀医療センターロコモ予防学講座  特任教授 
研究協力者 飯高世子  
東京大学医学部附属病院 22 世紀医療センターロコモ予防学講座   特任助教 
研究協力者 堀井千彬  
東京大学医学部附属病院 届出研究員 
 
研究要旨：骨粗鬆症は要介護や骨折の重要な原因であるが、わが国における骨粗鬆症検診受診率

は依然として低い。そのため、簡便かつ効率的なスクリーニング手法の確立が求められている。本

研究では、地域住民コホート Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability（ROAD）スタ

ディの 40～74 歳女性 1,060 名を対象として、Osteoporosis Self-Assessment Tool for Asians（OSTA）

および Fracture Risk Assessment Tool（FRAX）危険因子を用いた骨量減少スクリーニング法の有用

性を検討した。 
その結果、OSTA は FRAX-Major および FRAX-Hip より高い識別能を示した。さらに、OSTA 値≤−1
または FRAX 危険因子のいずれかを有する者を陽性とする基準が、感度 90.4％、特異度 47.2％と

最も良好なスクリーニング性能を示した。本手法は特別な機器や計算を必要とせず、住民健診や

自治体検診に容易に導入可能である。 
以上より、OSTA と FRAX 危険因子を組み合わせた簡便なスクリーニング法は、骨量減少者を効率

的に抽出する方法として有用であることが示された。本研究成果は、新しい骨粗鬆症検診・保健指

導マニュアルにおけるスクリーニング手法の科学的根拠となるものであり、今後の骨粗鬆症検診

の普及および骨折予防に寄与することが期待される。 
 

 
A．研究目的 
骨粗鬆症（OP）検診実施率は全国平均で 5.0％と

極めて低く、地域差も大きいことが報告されてい

る（骨粗鬆症財団ニュースリリース 2018.12.3、The 
Journal of Japan Osteoporosis Society 4, 513, 2018）。
さらに、OP 検診の手法、対象年齢、実施間隔は自

治体によって大きく異なり、その有効性について

も十分な検証が行われていない。 
本研究班は、過去 2 回の厚生労働科学研究班

（19FA1014、主任研究者 田中栄；22FA1009、主任

研究者 田中栄）において、骨粗鬆症検診のあり方

について検討を行い、既存骨折の有無、

Osteoporosis Self-Assessment Tool for Asians（OSTA）、

Fracture Risk Assessment Tool（FRAX）の 3 本立て

による新しい骨粗鬆症検診手法を提案してきた。 
新しい骨粗鬆症検診では、まず既存骨折の有無

を確認し、骨折歴を有する者を精密検査対象とす

る。次に、自治体等で実施されている骨量測定結

果を活用し、低骨量者を抽出する。さらに、これ

らに該当しない対象者については、OSTA および

FRAX 問診項目を用いて骨量減少リスクを評価す

ることとしている。 
本研究では、地域住民長期追跡コホート

Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against 
Disability（ROAD）スタディに蓄積されたデータ

を用いて、OSTA および FRAX 危険因子を組み合

わせた骨量減少スクリーニング法を開発し、その

有用性を検証することを目的とした。さらに、本

研究成果を新しい骨粗鬆症検診・保健指導マニュ

アルにおける科学的根拠として位置付け、骨粗鬆

症検診の普及と受診率向上に資することを目指

した。 
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B．研究方法 
地域在住中高年者を対象とした運動器疾患コホ

ート ROAD スタディにおいて、ベースライン調査

（2005～2007 年）に参加した 40～74 歳女性 811
名を対象とした。 
対象者について年齢および体重から OSTA値を算

出するとともに、Fracture Risk Assessment Tool
（FRAX）に含まれる危険因子の有無を調査した。

骨密度は Dual Energy X-ray Absorptiometry（DXA）

法により腰椎および大腿骨頚部で測定し、いずれ

かの部位で若年成人平均値（YAM）の 80％未満を

骨量減少と定義した。 
まず、OSTA 値≦−1 または既存骨折ありを陽性と

する基準を設定した。さらに、FRAX に含まれる

危険因子（既存骨折、両親の大腿骨近位部骨折、

喫煙、糖質コルチコイド使用、関節リウマチ、続

発性骨粗鬆症、過度の飲酒）の組み合わせを追加

した複数のスクリーニング基準を作成し、それぞ

れについて骨量減少に対する感度、特異度および

識別能を比較した。 
これらの結果に基づき、骨量減少者を効率的に抽

出できる最適なスクリーニング基準を検討した。 
 
C．結果 
対象者 811 名中、骨量減少者は 361 名（44.5％）

であった。 
OSTA、FRAX-Major および FRAX-Hip の骨量減少

に対する識別能を比較したところ、OSTA が最も

高い識別能を示した。OSTA 値≦−1 または既存骨

折ありを陽性とする基準では、骨量減少に対する

感度 85.2％、特異度 61.1％であった。 
さらに、FRAX に含まれる危険因子の組み合わせ

を用いて複数のスクリーニング基準を比較した

結果、OSTA 値≦−1 または FRAX 危険因子のいず

れか 1項目以上を有する者を陽性とする基準が最

も良好なスクリーニング性能を示した。この基準

では、骨量減少に対する感度 90.4％、特異度 47.2％
であり、高い感度を維持しながら骨量減少者を効

率的に抽出できることが示された。 
 
以上より、OSTA と FRAX 危険因子を組み合わせ

ることで、骨粗鬆症検診における一次スクリーニ

ングの精度向上が期待される結果となった。（本

研究成果は J Bone Miner Metab. 2026に掲載予定で

ある。） 
 
D．考察 
骨粗鬆症検診受診率は全国平均で 5％程度と低く、

DXA による骨密度測定を全対象者に実施するこ

とは現実的ではない。そのため、簡便な問診や既

存情報を活用して骨量減少リスクの高い対象者

を効率的に抽出し、精密検査へつなげる仕組みが

必要である。 
本研究では、OSTA と FRAX 危険因子を組み合わ

せることで、骨量減少者を高い感度で抽出できる

ことが示された。OSTA は年齢と体重のみから算

出可能であり、FRAX 危険因子も問診によって容

易に把握できることから、本手法は特別な設備や

専門的技術を必要とせず、自治体検診や住民健診

に導入しやすいという利点を有する。 
本研究成果は、厚生労働科学研究班が提案してい

る新しい骨粗鬆症検診・保健指導マニュアルにお

けるスクリーニング手法の科学的根拠となるも

のである。 
さらに、宮崎県延岡市で行政と医師会が一体とな

って取り組んでいる「のべおかほねぶとプロジェ

クト」においては、本研究成果を活用した骨粗鬆

症検診および保健指導が実施されており、研究成

果の社会実装が進められている。今後は、このよ

うな自治体モデル事業を通じて実施可能性や受

診勧奨効果を検証し、全国展開に向けた課題を整

理する必要がある。 
 
E．結論 
ROAD スタディのデータを用いて、OSTA および

FRAX 危険因子を組み合わせた骨量減少スクリー

ニング法を開発し、その有用性を検証した。その

結果、OSTA 値≦−1 または FRAX 危険因子のいず

れか 1 項目以上を有する者を陽性とする基準が、

骨量減少者を高い感度で抽出できることが示さ

れた。 
本手法は簡便で実施しやすく、新しい骨粗鬆症検

診・保健指導マニュアルにおけるスクリーニング



65 
 

手法の科学的根拠となることが期待される。また、

宮崎県延岡市で実施されている「のべおかほねぶ

とプロジェクト」において本手法を活用した骨粗

鬆症検診および保健指導が実施されており、研究

成果の社会実装が進められている。 
今後は自治体モデル事業を通じて実施可能性や

受診勧奨効果を検証し、骨粗鬆症検診の普及と骨

折予防に向けた全国展開につなげていく必要が

ある。 
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30. Kojima I, Uehara K, Iidaka T, Kodama R, Muraki 

S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, Hashizume H, 

Yamada H, Yoshida M, Morizaki Y, Nakamura K, 

Tanaka S, Yoshimura N: Effects of regional 

variations and occupation on hand osteoarthritis: 

Insights from the research on 

osteoarthritis/osteoporosis against disability study. 

Mod Rheumatol 35(4): 777-785, 2025, doi: 

10.1093/mr/roaf002. 

31. Nakajima K, Ogawa A, Kodama H, Shirokoshi T, 

Osada T, Konishi S, Horii C, Oshima Y, Iidaka T, 

Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, Nakamura 
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K, Shojima M, Tanaka S, Yoshimura N: 

Investigation of brain volume changes associated 

with aging: Results from the fourth research on 

osteoarthritis/osteoporosis against disability 

survey. Geriatr Gerontol Int 25(2): 279-286, 2025, 

doi: 10.1111/ggi.15033.  

32. Inoue I, Yoshimura N, Iidaka T, Horii C, Muraki 

S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, Maekita T, 

Mure K, Nakamura K, Tanaka S, Mochida S, 

Ichinose M: Helicobacter pylori-Related Chronic 

Gastritis as a Risk Factor for Lower Bone Mineral 

Density. Calcif Tissue Int 116(1) :16, 2025, doi: 

10.1007/s00223-024-01310-4.  

33. Tomkinson GR, Lang JJ, Rubín L, McGrath R, 

Gower B, Boyle T, Klug MG, Mayhew AJ, Blake 

HT, Ortega FB, Cadenas-Sanchez C, Magnussen 

CG, Fraser BJ, Kidokoro T, Liu Y, Christensen K, 

Leong DP; iGRIPS (international handGRIP 

Strength) Group: International norms for adult 

handgrip strength: A systematic review of data on 

2.4 million adults aged 20 to 100+ years from 69 

countries and regions. J Sport Health Sci 14: 

101014. 2025, doi: 10.1016/j.jshs.2024.101014.  

34. Takeda R, Uchio A, Iidaka T, Makabe K, Kasai T, 

Omata Y, Yoshimura N, Tanaka S, Matsumoto T: 

Automatic Hardy and Clapham's classification of 

hallux sesamoid position on foot radiographs 

using deep neural network. Foot Ankle Surg 

31(3): 220-226, 2025, doi: 

10.1016/j.fas.2024.10.002. 

35. Uchio Y, Ishijima M, Ikeuchi M, Ikegawa S, 

Ishibashi Y, Omori G, Shiba N, Takeuchi R, 

Tanaka S, Tsumura H, Deie M, Tohyama H, 

Yoshimura N, Nakashima Y: Japanese 

Orthopaedic Association (JOA) clinical practice 

guidelines on the management of Osteoarthritis of 

the knee - Secondary publication. J Orthop Sci 

30(2):185-257, 2025, doi: 

10.1016/j.jos.2024.06.013.  

 
■ 総説 
1. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一：

運動器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツール

の開発：医科学応用研究財団研究報告 43: 

210-212, 2026 

2. 茂呂徹、齋藤琢、田中健之、石倉久年、吉村

典子、田中栄：X 線画像を基盤とした AI 骨粗

鬆症診断補助システムの現状と展望 スクリ

ーニング・診断のパラダイムシフトを目指し

て：整形・災害外科 68(1): 1367-1377, 2025, doi: 

10.18888/se.0000003595 

3. 吉村典子：ロコモティブシンドロームの概

念・疫学：関節外科 44(11): 1090-1094, 2025, 

doi: 10.18885/JJS.0000002351 

4. 中嶋香児、堀井千彬、飯高世子、大島寧、田

中栄、吉村典子：新しい医療技術 脳 MRI を

用いた脊椎椎体骨折と脳の灰白質容積の関

連 ROAD スタディより：整形・災害外科 

68(11): Page1333-1336, 2025, doi: 

10.18888/se.0000003579 

5. 吉村典子：骨粗鬆症と脊椎椎体骨折の疫学 

ROAD スタディより：整形・災害外科 68(11): 

1265-1271, 2025, doi: 10.18888/se.0000003565 

6. 児玉理恵、吉村典子：変形性 PIP 関節症の疫

学と診断・加療の実際：Loco Cure 11(3): 206-

209, 2025 

7. 飯高世子、吉村典子、田中栄：高齢者の症候 

ロコモティブシンドローム：日本臨床 83(増

刊 8) 老年医学(上) : 422-426, 2025 

8. 茂呂徹、齋藤琢、大野久美子、田中健之、吉

村典子、田中栄：(IV 章)AI による疾患診断 正

面 X 線画像データから腰椎および大腿骨近

位部の骨密度推定値を演算する AI 骨粗鬆症

診断補助システム：整形外科 76(6): 580-584, 

2025.05, doi: 10.15106/j_seikei76_580 

9. 武田龍太郎、飯高世子、笠井太郎、吉村典子、
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松本卓巳、田中栄：AI による画像診断 深層

学習モデルによる足部単純 X 線像の自動計

測：整形外科  76(6): 539-544, 2025, doi: 

10.15106/j_seikei76_539 

10. 吉村典子：健康日本 21(第三次)を進めるため

のロコモ・骨粗鬆症・運動・栄養 効果的な

骨粗鬆症検診と受診率の向上：日本骨粗鬆症

学会雑誌 11(2): 342-346, 2025 

11. 吉村典子：住民コホートからみた骨粗鬆症の

疫学：Precision Medicine 8(5): 370-373, 2025.05 

12. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中

栄：X 線画像から骨密度推定値を演算する AI

骨粗鬆症診断補助システム 骨粗鬆症治療へ

の早期介入を目指して：リウマチ科 73(4): 

437-443, 2025 

13. 飯高世子、吉村典子：変形性股関節症の疫学：

整形・災害外科 68(3): 209-214, 2025, doi: 

10.18888/se.0000003305 

14. 吉村典子：疫学の視点からみたロコモティブ

シンドロームと生活習慣病：臨床整形外科 

60(1): 7-12, 2025 

 
■ 書籍 

1. 吉村典子：コホート研究が導く骨と関節の予

報図. 「整形外科 生活の質を支える」, pp57-

58, （編集）田中栄, 岩波書店、東京、2026 

2. 吉村典子：ロコモティブシンドローム. 「今日

の治療指針2025」, pp1157-1158,（編集）福井 

次矢、高木 誠、小室 一成, 医学書院、東京、

2025 

3. 吉村典子：骨粗鬆症と骨折の疫学─日本の動

向は?．「もう悩まない！骨粗鬆症診療 第二版」

pp232-239, (編集) 竹内靖博, 日本医事新報社、

東京、2025 

4. 吉村典子：第1章 骨粗鬆症の定義・疫学およ

び成因B. 骨粗鬆症の疫学. 「骨粗鬆症の予防

と治療ガイドライン2025年版」, pp9-13, (編集) 

骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン作成委

員会、ライフサイエンス出版、東京、2025 

 

2)   学会発表 
■ 国際学会 

1. Iidaka T, Horii C, Tanegashima G, Muraki S, Oka 

H, Nakamura K, Tanaka S, Yoshimura N: Does 

Low Quadriceps Strength Influence the Risk of 

Disability? - The ROAD Study-.: WCO-IOF-

ESCEO 2025, Roma, Italy, 2025.4.10-13, poster 

2. Tanegashima G, Iidaka T, Yoshimura N: 10 

YEAR TREND OF THE PREVALENCE OF 

KNEE OSTEOARTHRITIS IN JAPAN USING 

THE ROAD COHORT DATA.: WCO-IOF-

ESCEO 2025, Roma, Italy, 2025.4.10-13, poster 

3. Nicholas C Harvey, Helena Johansson, Eugene V 

McCloskey, Enwu Liu, Liesbeth Vandenput, 

Mattias Lorentzon, William D Leslie, John A 

Kanis and the FRAX Meta-analysis Cohort 

Group: Weight, height, BMI and their association 

with fracture risk: an international meta-analysis.: 

WCO-IOF-ESCEO 2025, Roma, Italy, 2025.4.10-

13, Oral 

4. Helena Johansson, Nicholas C Harvey, Eugene V 

McCloskey, Enwu Liu, Liesbeth Vandenput, 

Mattias Lorentzon, William D Leslie, John A 

Kanis and the FRAX Meta-analysis Cohort 

Group: Number of fractures and fracture 

incidence in relation to bone mineral density: an 

international meta-analysis.: WCO-IOF-ESCEO 

2025, Roma, Italy, 2025.4.10-13, Oral 

5. Murakami K, Teraguchi M, Hashizume H, Rade 

M, Fairbank J, Ishimoto Y, Nagata K, Yoshimura 

N, Yoshida M, Yamada H: Relationship Between 
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Changes in Low Back Pain and Spinal Phenotypes 

Over 7 Years in a Large Population-Based 

Cohort: The Wakayama Spine Study.: ISSLS 

2025, Atlanta, USA, 2025.5.12-16, Oral 

6. Teraguchi M, Hashizume H, Rade M, Fairbank J, 

Ishimoto Y, Nagata K, Yoshimura N, Yoshida M, 

Yamada H: Characteristics of Individuals 

Maintaining Daily Function Despite Chronic Low 

Back Pain: Insights from the Healthy Spine with 

Pain Concept:  The Wakayama Spine Study.: 

ISSLS 2025, Atlanta, USA, 2025.5.12-16, Poster 

7. Yoshimura N: Plenary Session VIII: IOF-JOF 

Joint Session: Gender and its influence on 

Osteoporosis Management: Osteoporosis in Men: 

IOF REGIONAL TOKYO’25, 2025.12.11-13, 

Tokyo, Oral 

8. Iidaka T, Horii C, Tanegashima G, Muraki S, Oka 

H, Tanaka S, Yoshimura N: Quadriceps muscle 

strength is associated with bone, joint, and muscle 

disorders of the locomotor system regardless of 

location - The ROAD Study-: IOF REGIONAL 

TOKYO’25, 2025.12.11-13, Tokyo, Poster 

9. Nicholas C Harvey, Helena Johansson, Eugene V 

McCloskey, Enwu Liu, Liesbeth Vandenput, 

Mattias Lorentzon, William D Leslie, John A 

Kanis and the FRAX Meta-analysis Cohort 

Group: Independent predictive value of height 

and BMI for incident fracture: an international 

meta-analysis.: ASBMR 2025 Annual Meeting, 

2025.9.5-8, Seattle, WA, USA, Oral. 

 
■ 国内学会  
1. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、吉

村典子、山田宏：加齢に伴う画像上腰椎すべ

りの有病率と腰痛、歩行速度、筋指数との関

連(第 2 回) ROAD study からの知見：第 144

回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会、

2025.4.4-5、福井市、国内、口演 

2. 神前貴洋、石元優々、有田智氏、橋爪洋、吉

村典子、山田宏：腰椎すべりは 10 年間でどれ

だけ進行するのか? 大規模一般住民コホート

追跡調査より：第 54回日本脊椎脊髄病学会、

2025.4.17-19、幕張市、国内、口演 

3. 中嶋香児、堀井千彬、飯高世子、城越智彦、

児玉弘泰、中元秀樹、加藤壯、谷口優樹、大

島寧、田中栄、吉村典子：脊椎椎体骨折と脳

灰白質容積の関連 地域住民コホートによる

ROAD スタディ：第 54 回日本脊椎脊髄病学

会、2025.4.17-19、幕張市、国内、口演 

4. 飯高世子、村木重之、堀井千彬、種子島岳、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力は部位を問わず骨・関

節・筋の運動器疾患と関連する-The ROAD 

study-：第 98 回日本整形外科学会学術総会、

2025.5.22-25、東京都、国内、口演 

5. 塚崎祥平、飯高世子、村木重之、堀井千彬、

種子島岳、岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田

中栄、吉村典子：寛骨臼形成不全の指標であ

る股関節 X 線計測値の長期トレンド ROAD 

study10 年間の追跡：第 98 回日本整形外科学

会学術総会、2025.5.22-25、東京都、国内、口

演 

6. 種子島岳、飯高世子、村木重之、岡敬之、阿

久根徹、川口浩、中村耕三、田中栄、吉村典

子：変形性膝関節症の有病率と関連要因の推

定 第 4 回 ROAD スタディ 2015：第 98 回日

本整形外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京

都、国内、口演 

7. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、筒井俊二、岩崎博、田中栄、吉田宗
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人、吉村典子、山田宏：一般住民コホートに

おける腰椎すべりの発生とリスクファクタ

ー ROAD study 10 年の追跡調査：第 98 回日

本整形外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京

都、国内、口演 

8. 岡敬之、茂呂徹、田中建之、飯高世子、岩﨑

博、橋爪洋、山田宏、田中栄、吉村典子：超

音波画像から全身骨格筋量を演算する人工

知能死して無の開発と精度検証：第 98 回日

本整形外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京

都、国内、口演 

9. 神前貴洋、石元優々、有田智氏、橋爪洋、吉

村典子、山田宏：10 年間で腰椎すべりはどれ

だけ進行するのか？－大規模一般住民コホ

ート追跡調査より―：第 98 回日本整形外科

学会学術総会、2025.5.22-25、東京都、国内、

口演 

10. 堀井千彬、飯高世子、種子島岳、岡敬之、大

島寧、吉村典子、田中栄：OSTA と FRAX 問

診項目を用いた骨量減少スクリーニングツ

ールの検討：第 98 回日本整形外科学会学術

総会、2025.5.22-25、東京都、国内、口演 

11. 中嶋香児、堀井千彬、飯高世子、中元秀樹、

加藤壯、谷口優樹、大島寧、田中栄、吉村典

子：脊椎椎体骨折と脳容積の関連 地域住民

コホート ROAD スタディ：第 98 回日本整形

外科学会学術総会、2025.5.22-25、東京都、国

内、口演 

12. 武田龍太郎、安藤実大、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：PC モニタ上の単純 X 線

を撮影することで外反母趾角を自動計測可

能な Android カメラアプリケーションの開

発：第 98 回日本整形外科学会学術総会、

2025.5.22-25、東京都、国内、口演 

13. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と多部位における運

動器疾患との関連性について The ROAD 

study：第 62 回リハビリテーション医学会、

2025.6.12-14、京都市、国内、口演 

14. 飯高世子、村木重行、中村耕三、阿久根徹、

田中栄、吉村典子：運動器疾患と大腿四頭筋

筋力の関連性－The ROAD Study－：第 36 回

日本運動器科学会、2025.7.19-20、松江市、口

演 

15. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：大腿四頭筋筋力と全身の

運動器疾患の関連解析 -The ROAD study-：第

43 回日本骨代謝学会学術集会、2026.7.24-26、

熊本市、国内、口演 

16. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中

栄：胸部 X 線画像による AI 骨密度解析 人

間ドックにおける骨粗鬆症リスク評価の新

手法：第 66 回日本人間ドック・予防医療学会

学術集会、2025.8.22-23、京都市、国内、口演 

17. 吉村典子、高橋知幸、川村隆浩、岡野佳代、

山田雅彦、藤本翔、種子島岳、飯高世子、田

中栄：新しい骨粗鬆症診断ツール Q-BONE シ

ステム 骨密度評価と骨折診断の一体化：第

27 回日本骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、

国内、口演 

18. 飯高世子、種子島岳、堀井千彬、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と骨・関節・筋疾患の

広範な関連性 The ROAD study：第 27 回日

本骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、国内、

口演 
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19. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、田

中栄、吉田宗人, 吉村典子, 山田宏：大規模コ

ホートによる腰椎すべりの発生率と腰痛・歩

行 速 度 ・ 筋 量 と の 関 係 Research on 

Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability 

study10 年追跡調査からの知見：第 27 回日本

骨粗鬆症学会、2025.9.12-14、幕張市、国内、

口演 

20. 福井大輔、吉村典子、下程俊弥、岩崎博、橋

爪洋、山田宏：内側半月板逸脱の動的評価に

おける膝関節エコーの利用 地域住民コホー

ト ROAD study：第 145 回中部日本整形外科

災害外科学会、2025.10.3-4、広島市、国内、

口演 

21. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、吉村典子、田中栄：整形外

科疾患における AI の活用-診断・治療の新時

代- 骨粗鬆症の早期介入を可能にする AI 技

術の臨床応用に向けて X 線画像のみから骨

密度を推定する AI 骨粗鬆症診断補助システ

ム：第 40回日本整形外科学会基礎学術集会、

2025.10.16-17、青森市、国内、口演 

22. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋ダイナペニアと要介護発

生との関連-The ROAD study-：第 9 回日本リ

ハビリテーション医学会秋季学術集会、

2025.10.23-25、旭川市、国内、口演 

23. 飯高世子、村木重之、堀井千彬、種子島岳、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：骨・関節・筋疾患と包括的に関連する

大腿四頭筋筋力-The ROAD study-：第 12 回日

本サルコペニア・フレイル学会大会：

2025.11.1-2、熊本市、国内、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 小島伊知子、上原浩介、飯高世子、田中伸弥、

児玉理恵、田中栄、吉村典子：シンポジウム 8 

手外科の疫学研究：手指変形性関節症の疫学 

地域住民コホート ROADスタディより：第 68

回日本手外科学会学術集会、2025.4.11、横浜市、

国内、口演 

2. 茂呂徹、斎藤琢、岡敬之、田中建之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中栄：

理事会提案シンポジウム 6 進歩する医療 DX

の世界：X 線画像から大腿骨近位部・腰椎の

骨密度推定値を演算する AI 骨粗鬆症診断補

助システム―骨粗鬆症治療への早期介入をめ

ざして―：第 98 回日本整形外科学会学術総会、

2025.5.24、東京都、国内、口演 

3. 吉村典子、飯高世子、田中栄：理事長提案シン

ポジウム 7 メタボ＆ロコモを制圧する（日本

糖尿病学会合同）：疫学研究からみたメタボと

ロコモの相互関係－The ROAD study－：第 98

回日本整形外科学会学術総会、2025.5.25、東京

都、国内、口演 

4. 吉村典子：教育講演 4 運動器疾患の疫学アッ

プデート 地域住民コホート研究 ROAD より：

第 62 回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2025.6.12、京都市、国内、口演 

5. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム 1 

2025 年の今だからこそ語ろうロコモ・フレイ

ル ロコモとフレイルの予後 要介護予防のた

めに：第 36 回日本運動器科学会、2025.7.19、

松江市、国内、口演 

6. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム２ 

活習慣病とロコモティブシンドローム：生活

習慣病とロコモの相互関係：第 36 回日本運動

器科学会、2025.7.19、松江市、国内、口演 

7. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウム 14

日本骨粗鬆症学会・日本骨代謝学会合同シン
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ポジウム 骨代謝と廊下の接点を探る：地域住

民コホートからみた運動器老化とその要因：

ROAD スタディより、第 43 回日本骨代謝学会

学術集会、2026.7.26、熊本市、国内、口演 

8. 吉村典子、中嶋香児、堀井千彬 、飯高世子、

大島寧、田中栄：シンポジウム 15 オステオ

ネットワーク研究の最前線：脊椎椎体骨折と

脳容積の関連：地域住民コホート ROAD スタ

ディからみたオステオネットワーク：第 43 回

日本骨代謝学会学術集会、2026.7.26、熊本市、

国内、口演 

9. 吉村典子：骨粗鬆症・変形性関節症・サルコペ

ニア・フレイル・ロコモの疫学から読み解く

運動器疾患と要介護予防の関連：長期住民コ

ホート ROAD スタディより：第 29 回青森県

骨粗鬆症研究会、2025.9.5、青森市、国内、口

演 

10. 吉村典子：ランチョンセミナー3  ESCEO-IOF-

IFCC 骨代謝合同委員会による骨代謝マーカ

ーに関する最新の提言：第 27 回日本骨粗鬆症

学会、2025.9.12、幕張市、国内、口演 

11. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、吉村典子、田中栄：

シンポジウム 4 骨粗鬆症診療における

Artificial Intelligence（AI）update 骨粗鬆症へ

の早期介入による脆弱性骨折の予防を目指し

て－X線画像のみから骨密度を推定するAI骨

粗鬆症診断補助システム：第 27 回日本骨粗鬆

症学会、2025.9.12、幕張市、国内、口演 

12. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：シン

ポジウム 15 厚生労働科学研究田中栄班・骨

粗鬆症検診委員会合同企画：新しい骨粗鬆症

検診とさらなる改善の方向：骨粗鬆症検診の

改善の現状と今後の課題：第 27 回日本骨粗鬆

症学会、2025.9.14、幕張市、国内  

13. 種子島岳、飯高世子、吉村典子、田中栄：シン

ポジウム 16 若手研究者育成員会企画：あな

たもできる！臨床で浮かんだ疑問の解決法：

変形性膝関節症の有病率の 10 年トレンド 大

規模住民コホート ROAD study2005-2015：第

27 回日本骨粗鬆症学会、2025.9.14、幕張市、

国内、口演 

14. 吉村典子：シンポジウム 66 多角的アプロー

チで臨むフレイル予防：フレイルとロコモの

実態と予後：地域住民コホート ROAD スタデ

ィより：第 84 回日本公衆衛生学会総会、

2025.10.31、静岡市、国内、口演 

15. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：シン

ポジウム 23 日本骨粗鬆症学会合同シンポジ

ウム 骨粗鬆症を多面的に予防する：骨粗鬆症

を多面的に予防する～骨粗鬆症検診～：第 36

回日本臨床スポーツ医学会学術集会、

2025.11.3、幕張市、国内、口演 

 
G．知的所有権の取得状況 
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 なし 
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令和８年２月２０日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 

                              氏 名 藤井 輝夫        

 

   次の職員の令和 7 年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                 

２．研究課題名   骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究                                 

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・教授                                

    （氏名・フリガナ） 田中 栄（タナカ サカエ）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■  □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                          

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和8年 2月 10日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                             機関名  川崎医療福祉大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名  椿原 彰夫         
 

   次の職員の令和７年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                  

２．研究課題名  骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究      

３．研究者名  （所属部署・職名） 医療技術学部 診療放射線技術学科・特任教授          

    （氏名・フリガナ） 曽根 照喜・ソネ テルキ                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 







 
令和８年２月２０日 

厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 

                              氏 名 藤井 輝夫        

 

   次の職員の令和 7 年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業研究                                 

２．研究課題名   骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究                                 

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・教授                                

    （氏名・フリガナ） 小川 純人（オガワ スミト）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □  ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                          

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2026年   2月   18日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）  
                              機関名 女子栄養大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名   香川 明夫         
 

   次の職員の令和７年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                         

２．研究課題名  骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究                                        

３．研究者名  （所属部署・職名） 栄養学部・教授                         

    （氏名・フリガナ） 上西一弘・ウエニシカズヒロ                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和８年 ２月 ９日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                              機関名  関西医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名  木梨 達雄          
 

   次の職員の令和７年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                  

２．研究課題名  骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究      

３．研究者名  （所属部署・職名）    医学部 衛生・公衆衛生学講座・客員教授              

    （氏名・フリガナ）    伊木雅之・イキマサユキ                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 関西医科大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和７年   12月   27日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                    機関名 そうえん整形外科骨粗しょう症・リウマチクリニック 

 
                      所属研究機関長 職 名 院長 
                                                                                      
                              氏 名 宗圓 聰            
 

   次の職員の令和７年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                   

２．研究課題名 骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究       

３．研究者名  （所属部署・職名） そうえん整形外科骨粗しょう症・リウマチクリニック・院長      

    （氏名・フリガナ） 宗圓 聰 （ソウエン サトシ）                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 □ 無 ■（無の場合はその理由：所属学会の規定を使用        ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 □ 無 ■（無の場合は委託先機関：東京大学            ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和８年３月３１日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 

                              氏 名 藤井 輝夫        

 

   次の職員の令和 7 年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                       

２．研究課題名   骨粗鬆症検診実施率・受診率向上に資する検診実施体制の見直しのための研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・特任教授                                

    （氏名・フリガナ） 吉村 典子（ヨシムラ ノリコ）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■  □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                          

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 


